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多様な保育関連給付メニューについて（2）  

多様な子育て支援のニーズに対応したサービス  
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前回委員会の議論を踏まえた参考メモ   

（総論）  

○ 量的拡大ニーズとニーズの多様化は、費用を負担する国民のニーズであり、責用負担の納得が得   
られるよう、認可保育所を質・量ともに拡充することを基本としつつ、同時に多様な社会資源を排除し   
ないという考えが大事。   

○ 市町村がサービス提供体制確保の責務をきちんと果たすことが必要であり、そのために必要な財   
源の安定的な確保を国・地方を通じて図っていくことが前提となる。   

○ 公的保育サービスに必要な観点は、  
・すべての子どもに質・量の確保されたサービスを保障をすること   

一 制度全体として安定的な財源が確保された下で、サービスの質が確保され、サービスの継続利   
用t提供が安定的に確保されること（事業者による安定的事業運営、サービスの継続利用が保障さ   
れる仕組み）  

・これらが公的な制度として担保され、国・自治体がそれぞれの役割を果たすこと   

○ いわゆる「定型的保育サービス」と「非定型的保育サービス」がかつてほど明確に線引きできない   

部分がある。定型的保育サービスもいくつかのパターンが必要   

非定型的保育サービスも、認可保育所の機能を拡大する方向を考えるとともに、すでにあるインフ   
ラの活用、多様な主体によるサービスがあってもよいのでは。   

○ 認可による事前規制は必要だが、それだけで質が担保されるわけではなく、質を継続的に維持・向   
上させるにはそれ以上に事後チェック・質を重視した評価が行われることを考えるべき。それをシステ   
ム全体の中に組み込むことを議論すべき。  

○ 公的保育サービスの担い手のうち、経過的に認可外の施設を認める類型については、認可施設へ   

の移行をめざすことが基本。  

○ どのように認可外施設を、最低基準に近づけていくのか。一定の枠組み、規制、条件なりをつける   

のか。質の問題、財源の問題をクリアすることが必須だが、きちんと議論をしていく必要。   

（個々のサービス類型について）  

○ 分園、家庭的保育など、小規模サービスについて、自治体ごとに差がある現状。普及していないこ   
とについての分析が必要。   

○ 夜間保育についても、子どもの育ち、生活リズムといったことを基本的に考える必要がある一方、   
現実にニーズが存在。質の確保を図っていくことが必要。   

○ 事業所内保育施設は、すべての子どもに公的保育を保障する観点から、公的保育サービスの一つ   
として位置づけるべき。他方、事業所内保育施設が福利厚生の一環としての側面を持つことにつき、   
何らかの整理が必要。   

○ 住所地以外の保育サービスの利用は特例とすべき。  

○ 市町村合併による施設の統廃合等により住所地以外の市町村の保育サービスの利用ニーズは増   
加。   

○ へき地保育所については、過疎地の保育需要を支えているにもかかわらず、財政支援が一定水準   

にとどまっており、財政保障が必要。  
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第2回保育専門第2委員会資料  

2 多様なニーズヘの対応①（1）家庭的保育サービス  

家庭的保育の拡充に向けた課題例  
（自治体・有識者からのヒアリングを踏まえ、事務局で整理したもの）   

1自治体の体制の確保  
・家庭的保育の実施のための体制整備は、自治体の責任で実施すべき。  
・自治体の支援の体制や、費用支払いの仕組みなど、家庭的保育の仕組みは自治体によってまちまちであるのが   

現状。  

・家庭的保育者個人が利用者の選定、休暇の場合の代替の確保を図る場合など、負担が大きく、自治体の支援体   
制を確保する必要がある。   

2 家庭的保育者の確保  

・研修体制の充実  

・研修を受けやすい環境整備  

・孤立した不安定な働き方から、支援・連携体制の確保や共同化などで安定・安心な働き方を実施することにより、   

家庭的保育者を確保   

一 月～土をフルで働きたいという希望者は未だに多くなく、空いた時間に働きたいというニーズが多い状況。家庭的   
保育の補助者から徐々に本格稼働といったモデルも活用が考えられるのでl享ないか。   

3 家庭的保育を支援する体制の確保  

（1）家庭的保育支援者の養成等  

・家庭的保育者を支援する体制として、家庭的保育支援者の養成や、家庭的保育の補助者の確保が必要。  
（2）保育所等との連携  

・連携保育所の果たすべき役割、家庭的保育者と保育所の連携の方法を、きちんと整理する必要。  
・保育所自体の数が足りない地域では、保育所の人員にも余裕がなく、家庭的保育者との連携が取りにくい。   

※ このほか、家庭的保育に加え、訪問型のサービスの位置づけの検討の必要性の指摘あり。  
J  
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（参考1）第2回保育専門第一委員会における発言  

○椋野委員   
認可保育所保育だけではなく保育サービスをもっと広く考えると。どうしても保育所保育を念頭に置いての議論が多いよ  

うに思いますけれども、保育所保育というのは集団体育ですので、どうしても一定の人数が集まらないとできないのです。  
通常保育ならまだしも、休口保育や成一甜某育というのは保育所保育ではどうしても保障できないような地域があって、それ  
はそんなに特殊な地域ではないのです。そういう場今にも一人一人の子どもを考えた場合には必要とするとしたら、集団保  
育ではないサービス、例えばベビーシッターやファミリー・サポートなどということも「多様な給付メニュー」の中で検討  
していただきたいと想います。  

（参考2）家庭的保育の在り方に関する検討会報告書（平成21年3月31日）（抄）  

4．今後の課題   

今回、家庭的保育の在り方に関する検討会において、実施基準及びガイドラインの内容の検討を行ったところであるが、  
その審議の過程において、次の間題点が指摘された。   

今後、これらの問題点を踏まえて、保育の質を低卜することなく、通約な拡大が行われるよう、さらに家庭的保育事業の  
推進を図る必要がある。   

1家庭的保育者の安什については、保育⊥資格を有しない者についても一定の研修を受講し、lけ町村長が適、【与と認めた   

者は、家庭的保育者とすることとしている。  
体育上資格を有しない家庭的保育者が、その知識や経験を生かし、保育上資格の取得を奨励する方策を検討すべきで  

ある。  

2 同及び地方公共団体は、家庭的体育事業の啓発・普及に収り組み、広く家庭的保育事業の周知を図るとともに、家庭   
的保育者が安定的かつ継続的に事業を行うことができるような方策を検討すべきである。  

3 現在、次世代育成支援のための新たな制度体系」の検討が進められているところであるが、家庭的保育のあり方、イ）上   
市付けについても、 その中で検討されるべきであり、実施基準及びガイドラインについても、これを踏まえ、必要に応  
じ、今後、さらに検討をノ州えるべきである。  
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第2回保育専門第2委員会資料  

2 多様なニーズへの対応①（2）小規模サービス  

小規模サービスのイメージ①  

【イメージ①】  【イメージ②】  

小規模サービス  

（定員20名以下）  

l‾‾‾t‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾■－t■■－■－－－－－－－－－－  

：へき地などの人口減少地域など：  

：における小規模定員の保育所： l 
－－t－－一－－－－－＿＿＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿   

l‾‾－－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾■－■■－－－t－－－－－－－－－  

：人口減少地域などにおける多機： l  

：能型の保育所  
l l－－－－－－－－－－－－－－－－＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

第2回保育専門第2委員会資料  

2 多様なニーズへの対応①（2）小規模サービス  

小規模サービス（保育所の分園）のイメージ②  

【新制度イメージ】  

′  

同一法人   

■‾‾‾‾－■■一－－－■■■■－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－蠣－－－－ヽ  

；中心となる保育所が共通機能を持ち、分：  
‡園を複数持つ場合や、別の法人が分園：  
：を設置することを認めた場合のイメージ：  
」－一一一－－－－－一一－－－一一－＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿●＿＿－＿＿＿＿＿l   

■－】■■t■■■－－－－－－－－－－－－－」一一－－－－－－－－－－－－－－－－t  

；現行は保育所経営法人と同一法人であ：  
：る場合のみ、分園を設置することが認め：  

＝られている。  
L－－－－＿－＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－＿l  



第2回保育専門第2委員会資料  

2 多様なニーズヘの対応（弧（2）小規模サービス  

小規模サービス（家庭的保育）のイメージ③  
■一 一t■●■■■■■■■■ ■■■■－■■－■■－■ 、  

連携  

保育所  

l‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ l  

て、小規模  

l＿＿＿＿＿＿＿－●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿1  
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一時預かりについて  

○ 地域のつながりの希薄化等により、子育てが孤立化し、負担感が大きくなっている状況を背   
景に、育児疲れからのリフレッシュ、他の子ども・大人とふれあえる機会に対するニーズが増加   
している。これらの受け皿となる一時預かりの重要性が増大している。  

○ 一時預かりについて、保育所の充実、延長保育の充実等に次いで、充実させてほしいと望ん   
でいる子育て世代は多い。  

○ また、一時預かりは、短時間勤務労働者の保育ニーズの受け皿となっており、規則的・定期   
的に利用している実態がある。  

○ 国の補助事業である一時預かり事業は、保護者の疾病、育児等に伴う心理的・肉体的負担   
の解消等のための緊急・一時的な預かりサービスを提供するもの。   

・実施箇所数 7，651カ所（平成20年度交付決定ベース）※実施箇所は保育所のみ。   
・年間延べ利用人員 約378万人（1カ所あたり平均1，5人／日（約半数以上は1日1人未満））   

※ 平成20年度までは保育所で実施する場合のみ国庫補助の対象となっていたが、平成21年度からは、  

NPO等が実施する一時預かりについてもー部については、国庫補助の対象とされた。  

○ 事業実施の義務づけはなく、市町村の判断により、実施（児童福祉法に事業の着実な実施に   
向けた努力義務あり。）  

○ 一時預かり事業は平成21年度から保育所に加え、NPO、社協等において実施。そのほか独   
自の取組として、各自治体やNPO等により、一時預かりが実施されている。  

○ 一時預かりは、待機児童問題の影響もあり、短時間労働者の規則的な利用の受け皿となって   
いる場合がある。  

9   



○ 一時預かりサービスについては、子育ての不安感、負担感を払拭するためにも、就労家庭へ   
の保育ニーズ対応との均衡の確保や子育て家庭と就労家庭の連続性の確保の観点からも、す   
べての子どもに対する保障として位置づけ。  

○ 今後需要が大きく拡大することが見込まれる中、受け皿も大きく拡大する必要。  
○ 短時間勤務の受け皿としての機能を果たしていることも踏まえたサービス類型の位置づけ方  

○ 一時預かりサービスについて、市町村の実施責任、利用方式、給付方式について、どのよう   
に考えるか。  

○ 訪問系サービス等、他の代替サービスの位置づけ  

10  
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多様な保育関連給付メニューについて（2）  

（参考資料）   



第16回社会保障書議会   

少子化対策特別部会  
自営の夫の仕事を手伝う人など様々である。「就労支援のための保育」ということも、あ   

まり一律に考えない方がよい。  

9 パートタイム利用者も含めた形に保育所制度を再編成してはどうかという考え方もあ   

ろうが、私はごちゃ混ぜにしない方がよいと思う。「定型保育」を安定して運営できる   

保育所の基盤があった上で、このような形の「一時保育」が安定して実施できるのだと   

思う。保育の面では、両者はほどよい触れ合いを持てている。  

10 当保育所の場合、ホールを利用して、週に4日、10時半～15時半、随時親子で利   

用できる「親子サロンi（0～2歳児対象）も開設しており、賑わっている。「親子サ   

ロン」、「一時保育」、「定型保育」の3点セットがうまく機能している。  

11「一時保育」がこのような場として機能している半面、短時間利用など気軽な預け場   

所としてはあまり機能していないのは事実で、そのような不満もあると思う。そのよう   

なニーズに対しては別の種類の「一時預かりlの場を用意する必要がある。「ひろば」   

に付設するなど日頃から馴染んでいる場所であるのが望ましい。  

12 3点セットで仕事をしていると、在宅子育て家庭が抱えている悩みや問題の大きさが   

よく分かる。親だけでなく、子ども（0～2歳児）も、子どもどうしの触れ合いがあり、   

ゆったり折べる楽しい保育の湯が必要である。  

13 少子化対策という視点からすると、もっと「ひろば」や「一時保育」のような在宅子   

育て家庭支援に力を入れる必要があると思う。（待機児童対策との関係で、現状は少し   

バランスを欠いている印象をもつ。）  

14 今の経済状況から、子どもを預けて働きに出たい母親は増えている。しかし、小さい   

うちは自分の手で育てたいと思っている母親は多く、しかし家に閉じこもりたくはなく、   

割り切れていない母親が多い。そういう母親がl一時保育」を経験して、保育の場が子   

どもにとってもむしろプラスであることを知り、仕事と子育ての両立の道に踏み出して   

行くことも少なくない。一時保育を辛がけて、これまでのように扇lornoth血ではない   

生き方を保障できる「中間的な保育ニーズ」に応える場の重要性を肌で感じている。  

参考資料  

○ 一時保育制度をめぐる経緯  

・平成2年 国の補助事業として創設。  

・補助金は、定額制からスタートしたが、出来高払い制に移るなど変遷している。  

・東京都では、平成8年にバオバブ保育園を含む4園で開始したのが最初。  

・平成15年、国では「特定保育」（週3日ていどまで保育に欠けると市町村が認定した   

児童を対象に必要な日時保育する事業）の制度が出来た。一時保育利用者の中にはこれ   

平成20年10月29日  

保育所における一時保育の経験からの提言  

バオバブ保育園ちいさな家 遠山洋一  

（平成20年10月29日）   

陳述要旨  

1現在保育所で行われている「一時保育lは、「中間的な保育ニーズlに応えるものとし   

て大きな可能性を持っている。しかし、その可能性の大きさが行政や保育関係者に理解さ   

れているとは言い難い。  

2 統計上の一時保育実施箇所数の約半数は「数名を通常保育クラスに一時的に受け入れる」   

方式のものと考えられるが、私が大きな可能性を持つと考えるのは「専用の保育室と専任   

の保育スタッフを備え、叫日10名ていどを保育するl方式の「一時保育lである。以下、   

そのタイプを想定して述べる。  

3 「一時保育」の中心となっているのは「非定型保育」（隔週に1日～毎週3日といった   

ペースで継続して保育するもの）で、そこに「緊急一時保育l（親の病気等で短期間の保   

育が必要なもの）が加わっている。  

4 「非定型保育」が中心であることにより、それなりのまとまりと落ち着きを持った保育  

旦畳ができていて、子どもも楽しみにして来るようになる。そういう中には「緊急一時的」   

に来る子も溶け込みやすい。保護者どうしのつながりも生まれ、親としての学びもある。  

5 「非定型保育」を利用する理由は、就労からリフレッシュまで幅が広い。リフレッシュ   

も幅が広く、1，2歳児と赤ちやんを育てている人にとっての必要性などよく分かる。近   

年は育児疲れの親が市の健康センターなどから利用を勧められて来るケースも少なくな   

い。1，2歳児が友だちと触れ合うことのできる保育の場としての意味もあり、親の期待   

も一部はそこにもあるように思われる。  

6 このような「一時保育」は、1，2歳児を中心に1日10－15人を想定した30r正て   

いどの部屋と3人ていどの保育スタッフを用意することで、30－50人のニーズに応え   

ることができ、施設の効率性は高い。また、保育所の中で実施することで調理、看護、相   

談、事務など保育所が持つ機能や施設設備を活用している。独立施設でやればもっとコス   

トがかかる。  

7 弄り用方式は、一定の制度の下での利用者と保育所の直接契約である。「一時保育」の場   

合は、その方が即応力があり実際的である。ただし、受け入れ容量を超える利用希望に応   

えきれずお断りする苦労は絶えない。  

8 就労による利用者の中には、いわゆる待機児童もいる。しかし、週に3日利用し2日は   

祖母にみてもらうような人から、自宅就労なので成り立っている人、忙しい時期だけ  

サ  

。」  



○ 多摩市における一時保育利用実績（年間のべ利用児童数）  に該当する子もいるが、二つの制度を区別して実施することは煩雑なので「一時保育」の   

中で受け入れている所が多いと思われる。  

・平成19年度全国統計は「一時保育」7，213カ所、「特定保育」927カ所  

・児童福祉法が改正され「一時預かり事業」が法定化されると、ト時保育」もト時預   

かり事業」の中に包括されるものと思われる。（「一時預かり」という名称には疑乱）   

○ バオバブ保育園ちいさな家における一時保育の現状  

・登録児数（10月1日現在）  50名  

週1日以上定期的に利用  39名  

不定期に利用  11名（週に2～3回利用する人も含まれる）  

・登録児の年齢構成  

0歳児5名、1歳児28名、2歳児17名、3歳以上児0  

（註）3歳以上児や月齢の大きい2歳児は、近くの／くオバブ保育園に紹介している0  

・利用の理由（申し込み時点での）   

平成15  平成16  平成17  平成18  平成19   

バオバブ保育園  一日  1，6（i7  2，032  2，494  2，593  2，297  

半日   263   420   148   155   295   

バオバブ保育園  

ちいさな家   半日   286   164   165   171   84   

A園   一日  1．24l   1，252  1，922  1，511   1，626  

半日   300   348   95   45   37   

B園   一日   818   1，138  1，633   l，294  1，424  

半日   392   2（i3   85   213   114   

C園   一日  1，211  2，558  2，944  2，517  2，469  

半日   830   l，043   85   88   74   

D匠i   一日  2，122  1，999  

半日  58   84   

合計   一日  6，547  9，200   1乙220  13，629  

半日  2，07l   2，338   578   730   752   
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・就労  

■通院（出産を含む）   

・生涯学習   

・兄姉の行事等   

・就職活動   

・リフレッシュ  

計  

・利用頻度（定期的利用者）   

・週1回   

・週2回   

・週3回  

■週4回  

計  

（註）多摩市には公立2、私立16の認可保育所があるが、うち6カ所で専用保育室をも  

った一時保育を実施しており実施率は高いと思われる。   

O「親子サロンぴ－だま」の状況（平成19年4～12月の実績）  

・新規登録者数  270名  

・のべ利用人数（子ども）   3，035名   

のべ利用人数（おとな）   2，891名  

・開設目数  143日  

・一日平均利用人数（子ども）  21名  

（註）「親子サロンび－だま」は無札スタッフ2名を配置し、その人件費は年間171  

万円。補助金は受けず保育所会計の中での独自事業として実施している。補助金を受けて  

いないので、市の統計にも国の統計にも載らない。   

23名   

5名  

10名  

1名  

39名  

・平成20年3月に登録されていた一時保育児童の4月以降の状況  
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・幼稚園に入園  

・保育所に入所  

・認証保育所に入所  

・その他の理由で継続せず  

・一時保育継続   

計  

2
 
 
4
 
 



福井県tすみずみ子育てサポート事業の概要  

事 業 内 容  

1対象事由   

保護者の通院、冠婚葬祭、子どもの学校行事、残業など、一時鱒二子育てのサポートが必要となる場合  

2 事業主体  

市町（NPO法人、シルバー人材センター、社会福祉協議会等に委託可）  

3 サポート内容  

①一時預かり（施設型、派遣型） ②保育所などへの送迎 ③家事援助（食事づくり、掃除、買い物など）  

4利用対象者  
小学校就学前および小学校低学年（1～3年生）の子どもがいる子育て家庭  

ち補助基準額   

・利用料金700円／時間（標準利用料）のうち、半額350円／時間（負担割合：県1／2、市町1／2）  
※ただし、第3子以降3歳未満児の利用は700円／時間を補助（「ふくい3人っ子応援プロジェクト」）   

・保険料400円／人（年額）（負担割合：県10／10）   



すみずみ子育てサポート事業の仕組み  

委託契約（1時間700円）  

③登録者連絡  

暮 t ■ ■ ■ ■ tl■ ■  NPO法人、・シルバー人材センター、  

社会福祉協議会、地嘘団体等  ⑦利用実績報告  
＝ ＝ ■ ■ ■  

⑧委託料支払（1時間350円）  

▲
・
 
 

■
 
＿
 
■
 
■
 
 

⑥利用料支払  

（1時間350円）  

■  ■  

■  ■  
②利用者登録  

■
 
 

■
■
■
■
 
 

■  

■■■■t ■■■■■t■  
子育て家庭   

■■1t l＝■■1■■  
①登録申請（年間）  

■
 
 



すみずみ子育てサポート事業の背景  
一子育てを取り巻く環境の変化－   

■ i  

○福井県の総人口および世帯類型別世帯数の推移  
（世帯）   
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すみずみ子育てサポート事業の利用状況  

※小浜市「わくわくくらぶ」延べ利用者435人の内訳（平成21年8月）   
※福井市、敦賀市、小浜市の利用児童の内訳（平成20年度）  



すみずみ子育てサポート事業拡充の要因  

育児疲れ解消や仕事のためなど、一時的に子育てへの手助けが必要となる場合、  

気軽に利用できる一時預かりニーズに対応  

利用料補助（標準利用料：1時間350円）により、サービス利用に伴う経済的負担を軽減し、  

利用機会を拡大  

NPO法人やシルバー人材センターなど地域における多様な担い手の参画により、  

身近な生活圏でのサービス基盤を整備  

○保育所でのサービスとは別の仕組みとして、すべての子育て家庭を対象に、そのニーズに対応  

○地域の子育て支援機能の活用を図り、身近なところで利用しやすい、低額のサービスを提供   



酬時預．かり事業の運営事例  

■日  事二綱1   事例2   

実施場所  瓢骨t空き）ピルの冊㌦薫を活用〔地力都市）  民間の塵蘭杜絶寿詞市二き－子音でひイ》Fヱ鼠：叫ヰ 経的に：実施   

運苫巳l捧   （ニ寸土）筒井市シルバー人材センター   狛u法人子育てサが－トセンや－きちきらくらぷ  

琶  委託零   構井市からすみずみ子育てサボh†、事業の  ＿賀市、発振町からすみずみ・子育てサ   
繁多  尊！賛清負   ポート事業専断．洩・畿  

廼        潤滑射計数■，書聞   増睡牒・1田あたり9【噂間   i懐石謂・1n亘Jたりつ腰帯町】   

ス  事務ヨ諷鼻1名   2名－：うち2名）  

タ  
ツ  

シルバー喪具10・長（きち2名）  
●食員lま了雫てサボ・叫ヘヤ・ノ欄は闇拍拇・受講   

つ名（うも丁鳥）  

フ  
の  α名   0長  

扶 深   
ホ．ているス．タップ緻   ・－ ’■     t∴   穐1名州l蒋兜ま寧に上って異なも：－   

利用日誇  火、・口、9二3江～エ邑：30   軒、盆．8こヨ¢一～・17：30   

1時間ア0ロ閂（豊癖揮キなL′さ   1時間ア00閂（登貞験料な■L」  
＊す．モーずみ子育てサポート事業登録者Fよ1  舜すみずみ子育てサポート事巣登録宵≠土1  

利闘料金  日日時間分東で1時間350閂〔欝3」手以降3  冒邑時間分東でl時間350円（第3十以降3  
摸索一箭児！耳欝輝明   能楽i育三局F上無料）  

昼食1、エ持参   食滞袈の場合rま別途250円   

利用対象児i  玉津8十月1－9一條児喜ノ・fl′茅モモヨ年生〕責で  0厳、泥・～別津、児レト挙毒窯3年生）、章で   

約ユー1名   1日の平均利用数     粁〕23名    〔…蔓2〔l年咋Tみサブ1年率驚一ヾ華閂．人＃hLl■1、り  （i竜2t坪痛ナキナみ串間即′車若閂丸粁Eし595一編、：－   
運営費（20年度）  約ユ．533万円   釣1．50ロ万円   

人件王   B8％（杓1、ひす0万円）   75でも く約1，12：：万円．〕  
り上嶋たり翠：噂月疇）  （銅1年斬・宵1．C鵜円≡－て時耶、熱賛順＼青蜃¢0閂ノ半間l   仁人当たりR平虻腫烙．00t〕円坪碑：）  

西  文賃料   ヱ6容，（釣400万円；   1〔l‘施】こ約15缶てす門‡  

駅  
光熱水景   11！も ら的13万円〕   1％（釣1B万円）  

； 二  
5ラも（約君¢方円）  

絹巌鬼女．．鵡増加聾、怠！鴨井等 トγ沌l；豹三0・1万円き   

収入．＝己0琴用削  れユ．85Jl万円   杓1．50亡l万円   

市町かちの姜舵責嘗   
才3％（約1．ヱ1－1万円）   60ワもi：約ロ¢¢万P蔓〕  

一ニケ斗ずみ，鷺酢l   lrみすみ）  

利用料   ヱア，二さ・㌫（約ノ1JlO万円き   ■10ラ㍍・；二→約BDO万円）  

内  

駅  薔付金   
十暮1 ’倉＿L√   なi 

他事凛収入からの磯僧   なL なし   

頓支墓標  約星空1二雷門（シルパ＼〉、i、帯、センターニ事群舞一－、）   ひ閂   

●利．弼児童犠トニーこじでこもタ：さ・フを配置して  ●毎謁挽かるづ－ども違の歎が時間に上り違  
l・、るため、シフトむ組んでいるが、当日の挽  ぅので．乳タップの記憶を相当する泳ぎニンフが  
かり状況に上ってスタご′ソを呼び出しており、  必箪となる仙  
スタ＝′ブにiま家宅帯機Lておいてもらう必婆  ●今i一之、選僻のある人たち‾珊成し‾丁い恵  

；壬苦にあたっての綴概                           ノうこある。   ので良いが濫ヨ怖が増え恵た運営が．畑茫にな  
●一嘩か！甘よ保育iこすれていない†ども  
たちなので、対応抹人膚空摂る   ●、スタニソア研倍が麒、，巣でみ・5が、なかなかそ  

の時㌍が執れない。  



子育てひろば「あい・ぽ－と」資料  

特定非営利活動法人あい・ぽ－とステーション  

資料1．施設内一時保育利用案内   

資料2．施設内一時保育利用理由   

資料3．施設内一時保育利用時間の推移   

資料4．施設内一時保育利用者数の推移   

資料5．施設内一時保育を利用された感想   

資料6．施設外一時保育利用概要   

資料7．施設外一時保育両会員数の推移及び活動実績  

（紹介・成立件数累計）  

資料8．子育て・家族支援者養成について   



◆利用当日の流れ  

＜いらしたとき＞   

① 会員カードを受付にこ提出ください。   

② 利用申込書にお子さんの本日の体温や様子などを記入してください。   
③ 名札（シール）をお付けください。   

④ 本日ご利用時間分の保育料をお支払いください。   
⑤ ご記入された利用申込書をお持らになり、保育室へいらしてください。  

（外遊びが可能な場合は、靴も保育室にお持ちください）   

⑥ 持ら物を、お子さんの名前の付いた専用カコに移し替えてください。   
⑦ 保育士へ利用申込書を渡し、お子さんの様子を伝えてください。  

◆利用申込暮（HPからダウンロード可）について  

利用申込書は、保護者とスタッフの大切な架け橋です。  

お子さんの日常生活を尊重し、食事時闇や睡眠時間などの  

生活リズムを大切にしたいと思いますので、こ記入をお願いします。  
時間に余裕をもっていらしてください。  

＜お迎えのとき＞   

①受付にお寄りになり、会員カードをお受け取りください。  

一 時保育「あおば」利用案内   

理由に拘わらず、お預かりいたします。   
お子さんと少しの時間離れてのリフレッシュを応援しています。   

※ご利用頂くには「あい－ぽ－と会員」の事前登録が必要です。  

◆一時保育利用時閏   
月～日曜および祝日  7：30～21：00   

＊ ご利用は1時間以上30分単位になります。   

◆対象   
生後2ケ月以上～小学校就学前のお子さん   
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＊料金は、ご利用の際に煎払邑でお預かりいたします。  

※その際、予約時聞の確認をさせていただきます。   

受付の時計で、6分以上経過している場合は、延長料金をいただ   

きますのでご了承ください。（30分単位）   

◆利用予約について  ※完全予約制  

予約受付時間：月一土 9：00－17：00 く日・祝日除く）  

電話：03－5786－3253（予約専用ダイヤル）※FAXは不可  
② 保育室へいらしてください。   
③ 保育士より、お子さんの様子をお伝えし、利用申込書をお返しいたします。   

④ 持ち物や靴をこ確認のうえ、お持ら帰りください。   

⑤ 名札のシールはお取りください。  

◆持ち物  
ビニール袋（2～3枚：衣服用、ゴミ類用）  

食事用ぬれたおしぼり（ウェットティッシュ可）  

食事用エプロン・ハンドタオル・着替え・オムツ・おしりふき  

飲み物・弁当・おやつ・ミルク・哺乳瓶  

＊お子さんに合った必要なものをご持参ください。  

＊持ち物l＝は、すべてのものに記名をお願いします。   

◆食事について  

各自でこ用意ください。短時間の預かりの場合でも、  

飲み物（お茶など）、お着替え（オムツ）は必ずお持らください。   

＊会員登録後、電話か受付窓口にて予約をしてください。  
＊予約は、利用希望日の1ケ月割力、ら可能です。  

＊翌日の予約及び予約時間の延長は前日12：00までお受けします。  
＊ 恐れ入りますが、日曜は8日前、祝日は1週間前に締め切らせていただきます。  

※キャンセル及び保育時間帯変更・短毒掛こ関して“冊年3月1日のご予約から改定）  

・利用当日から3日前の17時以降のキャンセル→保育料金の1割  

・利用当日から2日前の1丁時以降のキヤンセノレ→保育料の5割  

・利用当日のキャンセル→保育料金の全額   
例）・月曜日のキャンセル→前週の木曜日17：00以降はキャンセル料が発生  

・18：00～21：00（3時間）の予約を15：00～18：00（3時間）へ時間皇亘．  
→3日前の17：00以降のこ連絡の場合、3時間分のキャンセル料が発生   

・18：00～21：00（3時間）の予約を18：00～20：00（2時間）へ時間重患  
→3日前の17：00以降のこ連絡の場合、1時間分のキャンセル料が発生   

＊予約時間より早く迎えにいらした場合も、原則として返金致しません。   

＊予約キャンセルが大変多＜、利用希望の万が利用出来ない状況が発生していま  

す。キャンセルされる場合は、できるだけ早くご連招ください。  
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◆お願いしたいこと  

① こ予約された時間は、お守り＜ださい。やむを得ない事情でお預けが遅   

くなったり、保育時間を延長する場合は、ご予約の時間内に、必ずご連   
結ください。この場合は、別途延長料金を頂きます。  

②原則として、病児のお預かりや投薬はできません。当日のお子さんの体   

調によっては、お預かりをお断りさせていただく場合がありますのでご   

了承＜ださい。  

③ インフル工ンザなど法定伝染病に感染し、発熱などの症状がな＜なった   

後も、回復期にある場合は、一時保育ご利用に際して治癒証明（HPか   

らダウンロード可）の提示が必要となります。予めご了承下さい。  

④送り迎えは、必ず保護者が付き添い、スタッフにお子さんを引き継いで   

ください。保護者以外の方がお迎えのときは、必ずその旨を事前にご連   

結ください。変更のご連結のない場合は、お子さんをお渡しでさません   

のでこ了承ください。  

⑤子どもが育つ過程では、子ども同士、色々なトラブルが起こりますが、   

子どもの成長、発達において大事な意味を持っている場合もあります。   

何らかのトラブルが起きた場合には、保育担当者から詳しく状況のご説   

明などをさせていただきますので、ご理解下さい。  

率  
戸ぐう  

一時保育「あ諷軌♂  

利用案内ほ…年柑～，   

※事前登録について   

＊利用当日までに来館して、「あい・ぽ－と会員」の登録手続きをお済  

ませ＜ださい。   

＊登録受付時間：月～土9：00～17：00（日・祝日除＜）   
＊登録時に必要なもの：   

・年会費（お一人500円）   

・乳児医療証等（保護者とお子さんのお名前とご住所が確認でき  

るもので、公的機関発行のもの、1つ）  

※○歳児の場合：母子手帳も必要となります。   

みなと子育てサポートハウス事業   

子育てひろば「あい・ぽ－と」  

〒107－0062  
東京都潜区南青山2－25－1  

血 03－5786－3250（代）  
【事業の問い合わせ】  

潜区子ども支援部子ども輝子ども家庭支援センター  
血 03－3432－8341  

手管てひろば  

あい・ぽ－と   

11  



子育てひろば「あい・ぽ－と」  

資料2．  

施設内一時保育利用理由（2009年9月）  

／ ／rT““■～叫、－、＼＼＼＼ ／ゥ爪′．し … その他  
21％  

＼
＼
 
 

墓
 
／
す
 
 

あい・ぽ－との  

館内   

講座利用  

＼
～
1
1
－
 
 
 

－、－■－－－  
、←、、  

－「げ畑〟－㌦‾‾‾”泄‾  

し〆′㌦㌦〆－－－  

学習・資格取  

得等  

4％  
冠婚葬祭1％  子どもの稽古  

5％  〆＼病気．通院  
4％  

幼稚園や学校   

の行事  

9％  

12   



時間  
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子育てひろば「あい・ぽ－と」  

資料4．  
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子育てひろば「あい・ぽ－と」  

資料5．  

施設内一時保育を利用された感想  

0  25  50  75  100  125  150  175  200  

子どもが満足そうな顔をしていて安心した  

子どもを預ける自信がついた  

リフレッシュができた  

急用に対応してもらえて助かった  

仕事や就職準備での用事に対応してもらえて助かった   

子どもの様子を保育連絡ノートやスタッフから知ることができた  

子どもの個性や状況に応じたていねいな保育をしてくれた  

保育中の発熱など病気への対応が不十分だと感じた  

保育内容について説明が足りないと感じた  

スタッフの保育に疑問を感じた  

利用料金が高い   

保育時間や内容からして、保育料金は適切または安いと思う  

その他  
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子育てひろば「あい・ぽ－と」  

資料6  

派遣型一時保育事業利用概要   

2006年4月から海区の新規事業として、あい・ぽ－とステーションが「派遣型一時保育」を  

実施することになりました。預ける理由を問わずに、宿泊や病後児の保育もお受けする、全国でも  

先駆的な子育て支援策として、利用される万々のニースに寄り添った柔軟な保育を目指しています0  
連携  

あい・ぽ－と子育てサポート事務局  

事前打ち合わせ  
料会支払い  

利用料金：  利用の内容：子どもの一時保育（宿泊を含む）  

病後児時保育（宿三白を含む）  

新生児保育  

育児支援（保育園、  

幼稚園の送迎や一時保育など）  

対象年齢：生後7日以降の乳幼児  

（ノ小学校6年生の子ども  

（※21年4月から対象を拡大しました。）  

支援金員：子育て・家族支援者養成講座認定者  

時間帯   
病後児  

一時保育   ・新生児保育   

通常   9（X〕円／H  1，〔X〕0円／H   

早朝（7時～9時）  
夜間（18時～21時）   

日曜・祝日   

21：（1｝～24：00  1，6（X）円／H  1，700円／H  

盾泊  
5，〔X二）0円  10，（X）0円   

（21時～翌朝7暗まで）  

＊24＝00以降は、宿泊の有無に関わらず、宿泊料金となります。  
＊24：00以降の保育を予約される場合、21：00以降は宿泊料金   

となります。  

子育て・象族重機者とは ・  
NPO法人あい・ぽ－とステーションが、地  

域の子育て力の向上をめざして実施する「子  

育て・家族支援者養成講座」で、65時間の  
講義・27時間の実習を受講して、一定の知  

識と技能を有していることを「あい・ぽ－と  

ステーション」が認定した人材です。  
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子育てひろば「あい・ぽ－と」  

資料7．  
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る
個
別
の
車
惜
を
理
解
す
る
 
 

力
と
共
に
、
†
親
の
悩
み
を
聴
き
、
助
∴
す
 
 る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ト
、
1
．
、
で
き
る
 
 

支
援
と
で
き
な
い
支
援
を
見
椿
め
、
で
き
な
 
 

い
支
接
は
他
の
人
や
専
門
機
関
に
託
す
分
別
 
 

と
地
域
の
支
援
者
と
の
連
携
力
の
習
得
等
を
 
 

直
視
し
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
ハ
、
 
 

・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
充
実
 
 
 

本
漕
種
の
本
¶
の
ね
ら
い
は
認
定
後
に
あ
 
 

る
と
考
え
て
い
る
。
活
動
で
待
た
成
果
や
問
 
 

題
点
を
丑
ハ
有
し
、
時
に
は
実
際
に
活
動
し
て
 
 

不
足
し
て
い
た
知
識
や
技
術
に
気
付
く
と
い
 
 

ぅ
声
も
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
要
請
に
応
 
 

え
る
た
め
、
毎
月
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
講
座
を
開
 
 

催
し
、
支
援
力
の
維
持
向
L
に
努
め
て
い
る
■
、
 
 
 

さ
ら
に
、
認
定
者
に
は
、
で
き
る
限
り
有
 
 

償
の
活
動
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
も
、
本
講
 
 

座
の
大
切
な
役
割
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
 
 

習
域
の
人
材
貴
成
の
必
要
性
と
課
題
脚
 
 

《
人
材
養
成
を
必
要
と
す
る
北
星
尻
》
 
 
 

本
企
画
は
、
私
が
1
9
7
0
年
代
当
初
か
 
 

ら
育
児
不
安
や
ス
ト
レ
ス
に
悩
む
母
親
の
実
 
 

情
に
つ
い
で
繰
り
返
し
調
査
を
行
い
、
母
親
 
 

の
孤
独
の
搾
刻
さ
と
そ
の
対
策
の
必
要
僅
を
 
 

痛
感
し
て
、
具
体
的
構
想
を
混
め
て
き
た
も
 
 

の
で
あ
る
。
 
 
 

子
育
て
の
貨
務
の
人
半
を
糾
い
な
が
ら
心
 
 

身
と
も
に
大
き
な
n
招
を
慮
い
ら
れ
て
い
る
 
 

母
親
が
子
育
て
に
ゆ
と
り
を
取
り
庚
す
た
め
 
 に

も
、
必
要
に
応
じ
て
∵
時
的
に
・
†
育
て
を
 
 

代
わ
っ
て
く
れ
る
人
が
必
要
で
あ
る
。
．
ガ
、
 
 

看
て
が
．
段
落
し
て
も
汚
就
職
等
は
難
し
 
 

く
、
社
会
か
ら
の
政
外
惑
と
経
済
力
の
な
い
 
 

不
安
に
苦
し
む
申
隼
期
の
女
性
が
少
な
く
な
 
 

い
。
育
児
申
に
支
援
を
求
め
る
丹
親
や
育
児
 
 

が
．
段
落
し
た
後
の
祉
会
参
加
を
求
め
る
女
 
 

性
の
双
方
が
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
地
域
で
 
 

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
社
会
の
シ
ス
 
 

テ
ム
と
し
て
「
支
え
・
支
え
ら
れ
て
お
互
い
 
 

様
」
の
関
係
を
地
域
に
築
く
こ
と
が
求
め
ら
 
 

れ
て
い
る
．
）
 
 
 

本
法
人
が
港
区
と
の
協
働
で
運
骨
す
る
ナ
 
 

育
て
ひ
ろ
ば
（
あ
い
・
ぼ
ー
と
）
（
港
区
南
 
 

洋
出
）
で
は
、
「
理
由
を
問
わ
ず
預
か
る
一
 
 

時
保
育
」
を
他
所
に
先
駆
け
て
ソ
一
〇
〇
3
年
 
 

の
開
設
当
初
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
 
 
 

忘
て
・
家
族
支
援
者
の
方
々
が
、
保
育
 
 

L
ス
タ
ッ
フ
と
北
ハ
に
主
に
一
時
保
育
者
と
な
 
 

っ
て
、
地
域
の
子
育
て
家
族
の
こ
ー
ズ
に
応
 
 

え
る
べ
く
地
力
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
、
2
級
認
定
者
は
棚
手
の
家
庭
等
、
 
 

希
望
さ
れ
る
場
所
に
拍
向
い
て
支
接
す
る
派
 
 

遣
型
一
時
保
育
者
と
し
て
の
活
動
を
行
っ
て
 
 

い
る
が
、
核
家
族
が
．
椴
と
な
っ
て
い
る
今
 
 

‖
で
ほ
、
実
家
の
親
の
よ
う
に
き
め
細
や
か
 
 

に
支
援
し
て
も
ら
え
る
と
歓
迎
さ
れ
て
い
る
C
 
 
 

し
か
し
、
当
初
は
塵
の
意
義
に
対
し
 
 

て
疑
問
の
声
も
少
な
く
な
か
っ
た
三
通
峻
 
 

の
子
育
て
支
搾
に
こ
こ
ま
で
本
格
的
な
講
座
 
 

が
必
安
な
の
か
？
」
と
訝
る
声
は
、
人
′
も
本
 
 

講
座
を
紹
介
す
る
既
に
各
方
面
か
ら
聞
か
れ
 
 

る
。
「
受
講
者
は
、
仁
射
で
あ
ろ
う
か
ら
、
3
 
 

4
回
で
済
む
師
単
な
も
の
で
な
く
て
は
希
望
 
 

者
は
生
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
か
 
 

「
子
育
て
文
接
や
保
育
は
、
女
性
で
あ
れ
ば
、
 
 

特
に
白
身
に
㌢
育
て
の
経
験
が
あ
れ
ば
、
だ
 
 

れ
で
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
声
 
 

が
寄
せ
ら
れ
る
。
 
 
 

た
が
、
地
域
で
住
民
が
行
う
ー
台
モ
支
接
 
 

は
、
保
育
十
や
伽
健
師
等
の
☆
門
鹿
が
行
う
 
 

支
桟
と
は
ま
た
顆
な
る
難
し
さ
に
対
応
す
る
 
 

力
が
求
め
ら
れ
る
っ
人
々
の
価
値
観
や
牛
清
 
 

様
式
は
多
様
で
あ
り
、
隼
配
者
と
苦
い
親
と
 
 

の
聞
に
は
牡
代
の
叢
が
あ
り
、
吐
き
た
時
代
 
 

も
 

の
影
響
小
さ
く
な
い
ぐ
社
会
状
況
の
変
化
 
 

に
伴
っ
て
、
昔
の
ナ
育
て
の
常
識
が
通
川
し
 
 

な
い
場
合
も
あ
り
、
良
か
れ
と
思
っ
て
か
け
 
 

た
声
が
鈍
を
追
い
詰
め
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
 
 

る
■
″
「
支
援
を
し
て
あ
げ
る
」
の
で
は
な
く
、
 
 

地
域
に
暮
ら
す
者
ど
う
し
が
「
支
え
・
・
女
え
 
 

ら
れ
て
お
互
い
様
」
の
関
孫
を
構
成
す
る
た
 
 

め
に
ほ
、
地
域
に
ね
ぎ
し
た
支
援
の
専
門
件
 
 

を
育
む
こ
と
が
躍
と
な
る
。
 
 
 

ま
た
、
子
育
て
や
什
引
の
経
験
を
措
か
し
 
 

て
地
域
で
活
動
L
た
い
と
願
う
人
々
の
動
機
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特集 子育てできる地域をつくる  

連  
全
回
自
治
体
堕
員
珊
佗
 
（
2
0
 
 

0
フ
年
1
2
月
）
 
で
ク
ル
ト
フ
ワ
 
 

ー
ク
に
拒
む
受
講
者
の
方
々
 
 

ハ
上
）
 
 

は
、
昨
今
、
か
な
り
水
準
の
高
い
も
の
を
求
 
 

め
て
い
る
こ
と
も
兄
逃
し
て
は
な
ら
な
い
′
、
 
 

「
こ
う
い
う
本
格
的
な
講
庫
を
持
っ
て
い
た
√
 
 

‖
分
の
ナ
育
て
経
験
を
地
域
に
活
か
し
、
什
 
 

率
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
は
航
し
い
」
「
小
 
 

隼
偶
に
な
っ
て
社
会
参
加
の
機
会
に
巡
り
合
 
 

え
た
幸
せ
を
人
隼
の
‰
大
成
に
つ
な
げ
た
 
 

い
」
等
々
、
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
多
く
 
 

の
人
々
か
参
加
を
希
望
L
、
せ
講
態
度
は
笑
 
 

に
真
剣
で
あ
る
 

い
す
れ
の
地
て
も
8
割
以
仁
の
人
が
溝
ぶ
 
 

も
実
習
も
■
‖
も
欠
席
す
る
こ
と
な
く
履
修
 
 

し
、
認
定
習
楕
を
取
得
し
て
活
動
を
始
め
て
 
 

スー、才一⊂   
■一三言J∴∴＝ヨ  

子
育
て
・
家
族
支
頂
者
認
 
 

定
式
 
（
港
区
3
撒
2
n
O
 
 

8
年
）
 
（
下
て
 
 講

座
運
営
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
行
政
と
 
 

の
連
携
で
あ
る
。
実
習
に
際
L
て
は
、
港
区
 
 

・
†
代
‖
区
・
浦
安
車
と
も
、
l
室
山
∵
車
内
 
 

の
保
育
園
の
協
力
が
あ
り
、
認
定
者
の
活
動
 
 

場
所
の
提
供
も
行
政
と
の
密
接
な
相
談
・
連
 
 

携
の
も
と
に
実
施
し
て
い
る
っ
押
に
港
区
の
 
 

派
遣
型
．
時
保
育
で
は
、
医
師
会
か
ら
の
バ
 
 

ソ
ク
ア
ッ
プ
も
得
て
い
る
っ
「
r
育
て
・
家
 
 

族
支
援
者
」
養
成
に
携
わ
っ
て
き
た
四
年
余
 
 

、
 

臨頗幽殴畑  い
る
「
 

子
育
て
豪
族
支
援
者
養
成
は
市
民
と
 
 

行
政
と
の
対
等
な
協
働
関
係
の
も
と
で
 
 

の
歩
み
は
N
P
O
と
行
 
 

政
と
の
対
等
な
協
働
関
係
 
 

の
模
索
に
他
な
ら
な
か
っ
 
 

た
と
ニ
■
‖
っ
て
も
過
言
で
は
 
 

な
い
∵
し
か
し
、
行
政
の
 
 

中
に
は
、
よ
H
て
支
援
を
 
 

市
民
や
N
P
O
の
ボ
ラ
ン
 
 

テ
ィ
ア
清
動
に
化
せ
て
安
 
 

価
に
済
ま
そ
う
と
す
る
発
 
 

想
が
い
ま
だ
に
あ
る
こ
と
 
 

も
か
定
で
き
な
い
。
 
 
 

ま
た
行
政
職
は
ジ
ェ
ネ
 
 

ラ
リ
ス
ト
と
し
て
、
弼
動
 
 

か
多
い
こ
と
も
貼
観
の
．
 
 

つ
で
あ
ろ
う
√
 
N
P
‖
や
 
 

酢帽秤匪招  

地
域
の
r
育
て
・
一
文
投
首
に
と
っ
て
は
、
泄
当
 
 

者
が
変
わ
る
度
に
、
そ
れ
ま
で
放
い
て
き
た
 
 

関
係
を
一
か
ら
や
り
l
注
さ
ぎ
る
を
得
な
い
苦
 
 

労
も
あ
る
ハ
一
一
方
、
子
育
て
課
等
に
新
た
に
 
 

新
任
し
た
担
当
者
に
と
っ
て
は
、
地
域
の
施
 
 

策
に
新
風
を
吹
き
込
め
る
可
能
性
が
あ
る
■
 
 

ん
で
、
子
育
て
支
援
の
何
た
る
か
を
理
研
し
、
 
 

地
域
の
施
策
に
反
映
す
る
ま
で
の
苦
労
も
少
 
 

な
く
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
「
ノ
 
 
 

こ
う
し
た
問
題
点
を
克
帰
す
る
こ
と
を
‖
 
 

指
し
た
企
画
と
し
て
、
本
は
人
が
昨
隼
か
ら
 
 

閲
催
し
て
い
る
の
が
、
わ
が
車
・
わ
が
町
に
ふ
 
 

さ
わ
し
い
少
子
化
対
策
・
子
育
て
文
ほ
を
行
 
 

う
た
め
の
知
識
と
技
能
を
高
め
る
た
め
の
 
 

「
自
治
体
職
員
向
け
講
座
」
（
後
接
‥
厚
生
労
働
 
 

省
〕
で
あ
る
。
 
 
 

リ
ム
ハ
〓
∴
‖
7
年
9
月
か
ら
ほ
ル
に
か
け
て
、
 
 

ソ
】
‖
連
続
の
講
座
を
3
回
実
施
し
た
 
（
第
1
 
 

回
〓
「
子
育
て
家
庭
・
親
の
二
し
ス
を
汲
み
取
 
 

ろ
う
」
、
第
2
回
目
「
市
民
・
N
P
O
と
の
協
 
 

拗
を
進
め
る
た
め
に
㌧
第
3
回
‖
「
わ
が
 
 

右
∵
わ
が
町
に
ふ
さ
わ
し
い
暮
て
垂
－
 
 

つ
く
る
た
め
に
」
）
。
こ
の
講
座
は
、
住
友
生
 
 

命
創
業
1
∩
リ
ハ
リ
周
年
記
念
車
業
「
来
来
を
築
 
 

く
√
育
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
助
成
率
枕
木
で
 
 

あ
り
、
本
法
人
に
と
っ
て
は
N
P
O
と
企
業
 
 

と
の
協
働
と
い
う
新
た
な
展
聞
で
も
あ
る
。
 
 

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
仝
何
か
ら
抑
余
名
 
 の

行
政
職
の
ん
々
が
参
集
さ
れ
、
非
常
に
熱
 
 

心
な
討
議
を
重
ね
る
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
「
 

本
年
度
ほ
、
地
域
の
子
育
て
支
援
施
策
と
 
 

し
て
後
期
行
動
計
画
策
パ
此
が
人
き
な
課
題
と
 
 

さ
れ
る
こ
と
を
う
け
て
、
こ
の
点
に
焦
点
を
 
 

叫
て
た
n
治
休
職
H
研
修
を
、
川
H
・
1
2
月
、
 
 

∵
 

来
尤
∴
パ
に
平
定
し
て
い
る
 
（
詳
細
は
来
尾
 
 

の
H
P
に
掲
載
r
か
）
「
 
 
 

人
材
の
養
成
と
清
掴
は
、
地
味
な
が
ら
多
 
 

く
の
労
力
と
時
間
を
要
す
る
。
講
座
の
意
義
 
 

を
理
研
L
て
講
師
を
務
め
て
卜
さ
る
方
々
の
 
 

献
身
、
講
座
運
営
と
人
材
清
川
に
あ
た
る
車
 
 

政
局
ス
タ
ッ
フ
の
拗
き
な
く
し
て
は
始
ま
ら
 
 

な
い
n
そ
の
た
め
の
財
蝮
的
な
ほ
助
を
は
じ
 
 

め
、
講
座
実
施
と
認
定
者
の
活
動
支
ほ
に
は
、
 
 

行
政
と
の
協
働
か
小
町
欠
で
あ
る
こ
と
は
、
 
 

い
く
ら
強
調
し
て
も
し
過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
 
 

と
い
う
の
が
、
美
感
で
あ
る
。
 
 
 

本
法
人
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
ナ
育
て
 
 

・
家
族
文
枝
者
養
成
は
、
港
区
・
浦
安
市
・
 
 

†
代
目
区
と
も
、
い
ず
れ
も
こ
の
点
を
よ
く
 
 

理
附
さ
れ
、
行
政
と
し
て
可
能
な
限
り
友
接
 
 

を
借
し
ま
ず
、
N
P
り
や
市
民
と
の
協
槻
に
 
 

努
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
成
果
で
あ
る
と
、
 
 

深
く
感
謝
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 
 

【
子
育
て
ひ
ろ
ば
あ
い
・
は
ー
と
ス
テ
」
ン
ヨ
 
 

ン
・
子
育
て
ひ
ろ
ほ
あ
い
■
ほ
‡
と
H
2
】
 
 

h
言
ゝ
ぎ
w
w
一
a
T
P
O
ユ
も
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横浜市の一時預かり事業について  

○横浜市においては、平成21年度からは、週2・週3の定期利用など、就労による利   
用も加えて、補助事業を実施。  

○ 現在は、「子どもミニデイサービスま－ぶる」（NPO法人）など、合計4法人（NPO法   

人3法人、社福1法人）において実施。  
O「子どもミニデイサービスま－ぶる」における実施状況は、毎月約30～40％程度が   
就労を理由に利用している。（21年7月 425人中170人、同年8月 304人中136人）   

【横浜市・補助事業内容】   

○定員10～15名  

市内に居住する生後57日以上で小学校就学前までの児童  

週5日（曜日不問）  

10暗から15暗までを含む1日6時間（施設の判断により延長可）  

1時間 500円以下  
児童1人あたり、月84時間まで（週3日相当）  
市内の利便性の高い場所  
認可外保育施設  

○対象児童  

○開設日時   

○利用料金  

○利用制限  

○設置場所  

○実施施設  

【子どもミニデイサービスま－ぶる】  

・単発利用 9：00～15：001時間 500円  

定期   9：00～15：00（6時間）  9：00～13：00（4時間）   

日数   週3   週2   週3   週2   

3歳以上   25，000円   20，000円   20，000円   14，500円   

1～2歳   28，500円   21，500円   21，500円   15．000円   

0歳   30，000円   22，500円   22，500円   15，500円   

WAKU2保育 9：30～12：45（3時間）週1回 5，500円／月 週2回10．500円／月  

21   



乳蜘堰一精鋼かり事＃の状況  ヱ師ノ9ノ之8  

法人   
楕是非苫利藩助演人ワーカーズコ  
レクティプパレット   レクティブめ－ぷるここ   

施設名   
子どもミニデイサービスま－ぷ  OYAKOCしUBチューリツ  
る   

子育て手青ち支提センターぽっぽ   プ保育室   
ぶJ   

3分   朝顔   アクセス   コンクリート遣6I■書の1紆   コンクリート遣2翳鷺の2貯  
事壬専用スペース面Ⅶ  
（・良 

82．5ボ   89．Orげ   83．5打i   ヰ¢．6d  

0ヰZ】り電イロリト一事含む）   【ヱ】92ヰ   ほ21．9．28   佗1、9，2ヰ   

定■   15▲   柑人   12人   15人   

間際日   一 →一 一 ■一 

：■ U   9・¢0～沌・（旧  9・0（）■｝15・00   9：t泊～15：00   用：00～l‘ニ00   
丁・30～柑・（旧   了・30・～2¢ニ00   9：00～17：（拇   8：t拍・～20ニ00   

1Z8、避3日コース，あり   j■2日－i■3日コースあり   拓1召l覆   ■28．i■3日コースあり   

500円   5∝〉鋼   試給円   試氾R  
料金  月欄馴ま芳郎点興亜1謄写   月種は別j鋼l尊意貯定   月穫は別j食料金l腋謬   月橋は別憑】罫書貯冨   

時間外窮余  800円－1．000円   TO8円～】，髄0円   別嘲円～1．2QO円   500円～l．㈹円   
（自主事業）  

積か射打た雅奮   生後57日～兼嵐学   猟（市内居住者）   

利用登録   
事前にt鱈連絡、来所見学のうえ  事前にt語蓮嵐来所見学のうえ  事前にt低速絡、来所見学のうえ  事前にt隆運絡、楽所見学のうえ  
登録〈隋則13：00～川：30）   登録   登録   登録宅原則13：00～柑：00〕   

．I＝＝ニニ ▲   
原劇利用2日前まで   照則朋旧正午まで   庸則利用ヱ8椚寮で   照則利用椚8まで  
t結 FAX メールによる   t鱈又は尭新による   凛斯による   t恰．FAX．メールによる   

キャンセル   農期請求しない   前日正午以降キャンセル料を折衷  当日キャンセル揺利用料の半額を 甘或  隋則Ⅲ弼しない  

食事…樗響か給食く4抑円）   1   

貴書、おやつ零  青草…持参 おや一っ（l騨閂）   おやつ…持参   おやつ‡10¢円1   
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石川県のマイ保育園登録制度について  

○ 石川県においては、地域や家庭の子育て力の低下による、育児負担感、不安感   

の高まりを受け、平成17年10月より保育所を子育て支援拠点と位置づけ、「マイ保   

育園登録制度」を実施。  

○ 在宅保育の母親と妊婦が保育所見学や育児体験、保育士への育児相談を通じて、   
育児不安の解消を図るとともに、一時保育の利用などを通じて育児負担の軽減を図   
り、妊娠期からおおむね3歳未満のすべての子育て家庭の育児支援を行う。  

【事業の概要】  

○ 対象者  

妊娠期から在宅で保育を行っているおおむね3歳未満の親子  

○ 実施施設   

保育所、事業実施を希望する幼稚園、地域子育て支援拠点で市町が適当と認めた施設  
○ 事業の内容  

・母子健康手帳交付時に「マイ保育園登録申請書」を交付。母親は、登録を希望する保育所に登録。  
・マイ保育園における育児体験、育児教室、育児相談  
・一時保育サービス等   

（登録者から出生届が出されたときには、一時保育利用券（半日3回無料券）が交付）   

【実施状況】  

平成20年度未 金沢市を除く18市町 270保育園において実施  
登録者 5，348人  
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マイ保育阻登録事業をご存知ですか。  

マイ保育園登録事薫って？‥・   

平成ほ年7指1日から、マイ保育園登録事業の聾録を開始しますゎ   

妊鳩さんや母紙等が、身近な保育園に登録することで、出産前から子どもが3歳になるまで  

の特に不安の多いこの時期に、保育士琴から維既約に支腹（育児見学や育児相鉄、一時保育サー  

ビス）を受けることがでさます。   

たとえば・・・こんないいことがあります。  

・出産前に育児見学を体醸することで、育児に関する不安の軽矧こつながります汀  

・育児に疲れた時在どは、3歳の誕生日前Bまでの閻、一時保育サービス（甲日の年前、半日）   

が3匝ほで無料で利用できますセ  

・身近に育児相談の相手がいる安心感が生まれます。   

どんな人が豊繊できるの？・・・   

出産を控えた方（母子健康手帳の交付を受けだ乃）や平成18年7月1日以蜂に生まれたお子  

さんを家庭で保育している乃などです。   

萱■はこうすればできます。   

母子像康手帳を交付するときに、マイ保育園登録申請雷をお渡しし課す。これを希屈する保育  

園に掃出すると登録されます。また、既に母子健康手帳の交付を受けて、まだ、出産されていな  

い方毛対象となりますので、希望する保育園で登録申請者を受け扁又り、記入のうえ保育園に提出  

して下さい。   

荷室する保育園に「登録申請琶」を提出すると、【子育て応援カード】をお渡しします。これ  

で、登録売了です！。登録保育園で、育児見学や育児相談などのサービスが受けられます寸   

お子さんが、誕生しだ徒も育児相談や一時保育荏どのサービスが受けられまする   

一時保育サービスについて  

・平日の午前半日、3匝、無料で利用でさます・  

t 利用で塗る可能な年齢（月齢）は、各保育園の受け入れ年齢によります。事音別こ溺にこ確認   

下さい。  

■ 希望する日の2［】酌までに保育園に連持し．て下さい。  

・マイ保育勝一時保育サービスは、3歳に達した混合、及び、保竃既に入園した漂合、入園申   

は無効となります¢  

・このサービスは、お子さん本人のみ、利用できます。他人に隷淫できません。   

登録はお済みですか？  

イ保育園登録鮎  4  

登録無料  

育児相談・育児見学（無料）  

rオムツ替えjや「授乳j「関わり方」など、  

育児見学や育児相談を無料で受けること  

ができます。   

一時保育サービス（a固まで無料）   

リフレッシュしたい時や用事がある時な  

ど、一時保育サービス（平日の午前、半  

日利用）が滴3歳虐で、3国無料で受け  

られます。  

だれが登録できるの？   

平成柑年7月1E】以偉に母子忠彦手偏を交付された方、または出産された方が対象となり表す。  

登録の方法は？  

r加賀市マイ保育既登録申請書」に必要事項を記入の上、希望する保育国に提出するだけです。   

その場で登録され【子育て応援カード】が発行されます。  

子育てに迷ったら、悩んだら、困ったら、  

「マイ保育園」に来てください。  
rかかりつけの病院Jがあると安心するように、  

あなたの登録艶が「かかりつけの保育園」として子育てを応援し東す¢  

蜃問い合わせ先〉加賀布こども課保育使丁EL72－7855  

FAX72－7797  

E－m由】もoi加＠dt㌻kaga＿1払jp  

許しくは妾面をご覧下さい。  

25  



資料2  

短時間保育について  

【Ⅰ．現状弊社での対応】  

1．予定の把握  

保護者のスケジュールによる、園児の登園日及び登降園時間を予定表に記入しても  

らい、前月に回収・確認をする。個々の出欠予定や在国時間を事前に把握すること  

によって過不足の無い職員の勤務体制を整えることができ、また月極園児の少ない  

目や時間帯に一時保育の予約を受けることができる。  

2．カリキュラム  

イベントや、全体での作品作り等は、日にちと時間を予め保護者にお知らせし、極  

力その日は参加してもらうように促すか、子どもが全員揃う時間帯を確認してから  

カリキュラムを立てる。無理に参加の強制はせず、保護者と話し合いながら柔軟に  

対応している。  

3．登降園の対応  

職員のシフトは、10時～15暗までの時間を手厚く組むようにし、遅く登園する園  

児や早く帰る園児に対応できるようにしている。登降園の時間については、個々に  

データ管理をし、園内にいる園児の人数を常に正確に把握できるよう配慮している。  

4．保護者との連携  

短時間利用の保護者の方へは、家庭において「早寝早起き・三食きちんと取る」と  

いう生活習慣を整えていただくことをお話し、連絡帳や個人面談等で園児の生活リ  

ズムや健康状態を確認している。   



【Ⅱ．従来の問題点と考えられていることとそれに対する弊社の対応】  

●子どもの生活習慣が乱れる  

●お昼から来ると、皆が昼食を食べているときに昼食を食べず、和が乱れる  

●午睡前に来ると、全員が午睡しているときに寝ず、他の子も起きてしまう  

く｝  

「Ⅰ．－4．」の対応を行うことで、通常時間利用で、遅寝、早起きをしている子ども  

達よりも昼食、午睡共にすんなりと保育カリキュラムに入ることが出来る。昼食も、  

家庭で朝9時前までに朝食を済ませてもらっている為、和が乱れることは無い。午  

睡も同様。  

●遊びの途中で来ると子どもが十分に遊びきれない  

く♭  
家庭で十分に遊んできている為、遊びが足りないということは無い。  

もしも、生活リズムが崩れていたり、家庭で全く子どもが遊べていなかったりした  

場合は、都度保護者の方と子どもの一番良い方法を話し合い対応している。  

●個別対応が面倒くさい  

く＞  

［ 

さえ整っていれば、子どもはすぐに輪に入ること 

－。 ］  

●皆で一緒にやるカリキュラムの時に、出ていないと疎外感を子どもが感じる  

く＞  

二 

「Ⅰ．－2．」の 

の楽しさと、 

二 

通り、保護者の方に理解していただき、極力子どもが家庭でいること  

保育園で“集団活動”をすることの楽しさ。両方を感じられるよう工 ＝  

●親の都合で子どもが他の子と遊べなくて可愛そう  

く｝  

保護者の就労形態によっては、朝しか子どもとスキンシップをとる時間が無いとい  

う家庭もあり、子どもが家庭で母、父と少しでも長く一緒にいたいという気持ちを  

持っていることも多い為、個々の事情による意見を尊重するようにしている。もし、  

子どもが家庭で親と共に居ることよりも、お友達と遊びたい、と望む場合は、子ど  

もと親にとって一番良い保育環境について保護者と面談を行い都度対応している。  
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【Ⅲ．実例】  

□ 認可保育園  

園児：5歳女児  保護者の状況：育児休暇中  ・ケース1  

来園時間10：00頃 ／ 降園時間14：00頃  

＜保育者のコメント＞  

該当児及び周りの児童も、問題なく保育出来、子ども達もその子が“遅く来て、早   

く帰る”というリズムも、一つの保育園生活のリズムとして捉えている。  

特に該当児は、生まれたばかりの兄弟や、母親と一緒に居る時間を楽しんでいる為、   

カリキュラムの関係上早くきていただく日より、短時間利用の時のほうがイキイキと   

している。  

園児：5歳男児・3歳女児（兄妹）   保護者の状況：求職者  ・ケース2  

来園時間10：00頃 ／ 降園時間18：00頃  

＜保育者のコメント＞  

早寝、早起きを行っていただき、朝食をなるべく時間通りに取るようにしてもらっ   

ている為、遅く来ても問題なく保育カリキュラムに入ることが出来ている。また、午   

前中に行っている活動を伝え、子どもが参加したいと思う際は、希望に応じて早めに   

登園してもらうようお願いしている。その為、疎外感を感じる事無く過ごすことが担   

来ている。  

口 認証保育所  

一園児：3歳女児  保護者の状況：飲食店 店主  ・ケース3  

来園時間10：30頃 ／ 降園時間 20：30頃  

＜保育者のコメント＞   

保護者の方が20：30まで仕事があり、帰宅後子どもと関わることがほとんど出来   

ないため、午前中にスキンシップを取っている。カリキュラムへの参加は途中からで   

も全く問題なく、周囲の園児にとっても、当該児が途中から参加することによって和   

が乱れたり、活動が中断したりすることは無く、スムーズに受け入れられている。  

園児：0歳男児  保護者の状況：短時間勤務   ・ケース4  

来園時間 10：30頃 ／ 降園時間18：00頃  

＜保育者のコメント＞   

登園時間が散歩に行く時間に間に合わない場合は、保護者の方に一緒に公園へ来て   

いただくなど、保護者の都合と子どもの気持ち、保育園の状況が上手く折り合うよう   

定期的に面談やアンケートを取っている。   

認証保育所では、保護者の就労形態が多様であるため、子ども一人ひとりの園での   

生活リズムが構築できるよう保護者と十分に話し合う機会を設けるなどの工夫をし   

ている。  
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登園予定表 作成例  
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年末年始における合同保育実施例  



第3回社会保障審議会  
少子化対策特別部会  
保育第二専門委鼻会  参考資料1  

平成21年10月5日  

少子化対策特別部会   

保育第二専門委員会への提案  

～「参入の仕組み」及び  

「認可外保育施設の質の引上げ」  

の詳細等について～ （※前回資料一部修正版，  

平成21年10月 5日  

社団法人全国私立保育園連盟   

常務理事 菅原良次  

王．はじめに～具体的な検討にあたぅて～（1）  

（「第1次報告」を基本にした具体的な仕組みの組み立て）  

（1）少子化対策特別部会「第1次報告」（2月24日）でとりまとめられた今後の保育   

制度の姿を基本に、「保育の仕組み」のあり方について、具体的な事項を含め   
た検討を行う必要がある。   

（保育・子育て機能の拡大への方向性）  

（2）保育所が、家庭養育に欠けるという限定的な課題に対応するだけでなく、現在  
は、すべての家庭の育児・子育てを、社会的に支えていく体制が求められている。  
中でも保育所は中核的な社会的資源としてその役割が大きく期待されている。この  
ため、すべての保育ヰ育て支援の利用希望者について、その「必要性」と「度合い  
」について認定し、必要性に応じた体制の整備が求められる。  

（子どもの育ちの視点を中心にすえた仕組みの構築）  

（3）制度設計の視点の中心は、保護者の利便性だけでなく子どもの発達保障の   
視点が重要なポイントとなる。保育所を中心とした多様な提供体制の整備に   
おいて、子どもの育ちの視点を中心にすえた仕組みを構築することが重要にな   
る。   



Ⅰ．はじめに相異体的な検討にあたって裡（2）  

（重要なファクターとして考えられること）   

（4）提供者と保護者は経済的関係ではとらえられない相互性があり、市場でいわ   
れる売買契約関係ではないことを明確に意識した仕組みとすること。  

②人口減少地域における保育機能の維持向上のための制度的工夫（小規模保   

育所、多機能型保育所など運営基盤の確保）が必要であること。  
③保育・子育て支援は生活圏で提供されるサービスであるため、小規模地域密   

着型保育等の運営基盤を確保すること。  
④以上に対応するため保育の質の向上をめざす必要があり、児童福祉施設最   
低基準の改善や子育て支援における内容、職員処遇の改善等を並行して実施   
する必要がある。  

（質の確保された多様な新規事業者の位置づけ～大幅な財源確保～）  

（5）様々なニーズを受けとめる保育を飛躍的に拡大していくため、認可保育所の   
大幅な増設を促進するとともに、多様な保育形態をカバーできる新規事業者の   
参入についても、質の担保を前提に促すことも必要である。したがって、それら   
を裏付ける大幅な財源確保が不可欠となる。  

Ⅱ．「参入の仕組みの詳細」について  

1．その益本的考え、方向について  

（1）基本的考え方  

「新しい参人の仕組み」は「子どもの命と安全、育ちを」保障する仕組み、制度であ  
り、同時に若い世代に安心して「子どもを産み育てることを保障」することにより働  
くこと、社会の一員としての役割と責任に自信をもてる仕組みであるべきと考える。   
よって、設計される制度は「すべての子ども、利用希望者のニーズ」に  

対応可能なものであるペきであり、そのためには「公の関与」＝ナショナ  
ルミニマム・セーフティネットとしての「法的・制度的・財政的」  
保障が明確にされる必要がある。  

的と方向について  （2）その目   

1）「緊急かつ短期的」な目的   

①待機児童の早期解消   

②子どもの育ちと家庭地域における子育てと就労支援を制度化すること   

2）「中・長期的」な目的   

①すべての子どもを対象とした保育制度の構築   

②深刻化する少子化の克服   

③子どもたちの育ちと地域・家庭における子育てと就労支援を制度化すること  
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2．具体的な仕組み・制度毅計の前捷として  

（Dすべての子どもを対象とする保育の量的拡大が可能な仕組みを作ること。   
しかし、その拡大に当たっては、現在より質が向上する制度設計が前提で   
ある。   

②量の拡大に対応した質を担保するためには「基準」（児童福祉施設最低基   

準（以下「最低基準」））、とくにナショナルミニマム（セーフティネット）を明確に   
する。   

③そのための「量と質」に対応するための財源の確保が不可欠である。  

3．新しい仕組みのあり方一第1次糧告を受けて～（1）  

（1）「少子化対策特別部会」第1次報告の「指定制」の考えについて  
●この考えは、待機児童早期解消の具体的仕組みづくりの一つとして「認可外施設」の活用を   

意識し、考えられたものと思われる。  
○量の拡大は、利用希望者の中で最も要望の強い認可施設等（一時保育などを含む）の充実   

増設を基本とする（P12参考1：厚生労働省H20．8調査）。  

この政策と制度の拡充は、利用者が安心するナショナルミニマムの持続的制度に繋がり、  

「中・長期計画」としても王事な点である。  
○認可外施設への「指定制」の導入と制度化については、上記の2．が前提である。   
≪この制度は、待機児童のいない、認可外施設のない地方には余り意味もなくかえってそう  

した地方も巻き込み「ダブルスタンダード」（2重の基準、制度）の固定化につながる危険が  

ある。≫  

1）「指定制」は、下記による緊急避難政策としての対応の仕組みとして位置づける。  

①この制度は当面「待機児童」がいる地域に限定した制度とする。  

②法律ではなく「例えば「政令」尊による5年間の限定的」なものとする。  

③認可保育所への移行期間を明記する。  

④「指定制」が適用される認可外施設は「認可保育所」の法律・政令等の規定   

・規則を適用（準用）する。  

2）中■長期的制度（すべての子ども・少子化■就労支援等の需要の拡大への対応）   

との関係は、あくまで認可保育所（一時保育等の充実を含む）の増設とする。  
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r指走■Jのあり方について（イメージI  

①当面「待機児童」がいる地域に限定  

②法律ではなく「例えば「政令」尊による5年間に限定」  

③認可保育所への移行期間を明記  

④「認可保育所」の法律・政令等規定・規則を適用（準用）  

8．新しい仕組みのあり方一第1次轍告を受けて～也）  

（2）第1次報告－NPO法人等に対する施設整備補助の「新しい仕組み」について  

：「施設整備費として「減価償却貴」を運営真に相当額上乗せ」の考え方について  

①施設整備費の初期投資については、基本的に現在の制度を遵守する。   
（憲法89条の遵守）  

②「減価償却」の補助は、原則的に法人立に限定する。この制度を認可外の「指定施  
設」については、適用しない。  

③認可外施設の認可施設への移行に要する費用は、「集中的な整備促進」として、   
「・認可施設に移行する経過期間（5年以内）の明記」と「・待機児童の受け入れ」の  

二つの条件を前提に改築費の補助を検討。   

（3）第1次報告一運営貴の使途制限の「新しい仕組み」について  
①社会福祉法人以外のNPO等の非営利法人における会計基準の適用は、「社会福  

祉法人会計基準」の適用とする。   

②株式経営の「福祉事業」については、次のことを前提（条件）に「企業会計」でおこ  
なう。  

◎そのための基本的条件として次の点が必要。   
①剰余金（利益）は、福祉事業に限定した活用とする。   
②株主への配当（報酬）は、認めない。   



3．新しい仕租みのあり方一書1次報告を受けて－（3）  

（4）第1次報告－「多様な主体の参入、量の拡充に際しての質の担保一指導監督」の   
「新しい仕組み」について  

（D指定制に際しての保育の基準は、「前述」の通り。   

②「公的関与のあり方」としては、「事業所の開所、閉所は届出、許認可の義務化、  
認可保育所の基準、保育条件等のナショナルミニマムの遵守」   

③管理監督責任は、市町村とし、監査は、認可施設に準じる。  

Ⅱ．「認可外保育施毅のfの引上げの詳細」について  

（1）第1次薇告一瞥可外倭書施毅の書の引き上げについて－（1）  

1）最低基準を満たしている認可外施設への費用（運営責）の補助は①待機児童のい   

る地域（5年間の時限立法）が対象②待機児童のいない地域は3年から5年間のう   

ち認可施設に移行義務条件。  

2）「一定水準以上」の認可外に対する「一定の期間の経過的」財政支援のあり方   

「一定水準」とは「最低基準を満たしていないが、それに近い水準」という意味と理解   
するなら→「5年の経過中に認可基準を満たし認可施設に移行」条件に責用補助。  

3）無資格従事者の「資格取得」の制度を確立する。「通信資格制度」「一年間の夜間養  
成学校」への通学保障、研修制度システム化と義務化等。  ＝〉 下  

※例えばとして下記のような構成も考えられる。   

①研修期間1週間   
②研修科目   

（1）社会福祉概論1日   

（2）保育所保育指針 3日   

（3）保育制度論1日  

（4）健康・衛生・食育1日  

（5）家庭支援（家族）・地域支援1日  
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（1）♯1次報告一驚可外保書旛毅の書の引き上げについて－（カ  

4）「待機児童解消」と「すべての子どもの支援」のため、上記の認可外施設への対応と   
支援をしても、なおかつ「需要を満たしえない地域」の利用希望者との公平性を確保   

するために供給体制の具体的整備の「方法・制度」を確立させる。  

①基本的には、全国的に市区町村毎に多様なニーズ調査■分析に基づく認可保育  
所等の中・長期増設計画の義務化。  

②都市部で待機児童を多く抱えている地域では、「市場化を前提とせず」を基本に   
前述した「最低基準の遵守、剰余金の福祉事業以外の事業への活用は認めない、   
株主への配当は認めない」等を条件に、法人格を持ったNPO等非営利法人を積   
極的に活用する方向で増設を支援する。  

③「需要の満たし得ない地域」の問題は、人口減少と子どもの数が少ない地域の抱   
える問題であり、どんなに子どもが少なくとも「子どもの育ちと、集団生活の保障」   

を公平性を守る立場から、保育と子育て支援を持続的に保障するため下記の  
（2）の小規模対策に準じる、制度の確立を行う必要がある。  

5）認可外施設の「質の担保」のため「指導監督の強化」と第3者評価－あるいは利用者   

評価については、法的に位置づけ「制度・条件■基準（最低基準）」の遵守を都道府   
県の責任で実施する。  

同時に施設の問題だけでなく、行政（市町村）に対し、自らが質を維持するための   
行政責任の保障基準（施設の設置・財政・基準の設定）を義務付ける制度が必要で   

ある。  
11  

（2）第1次報告－「小規模サービス類型の創設」について  

①現行の20名以上が小規模保育所として制度化されているが、最小規模定員を5名   
とし、「家庭的保育事業（保育ママ等）、一時、延長、休日保育、相談等支援事業、   
放課後児童健全育成事業」等とネットワークによるセットで「法人」の多機能的運営   

を可能とする。   

②状況によっては、隣接する行政区以外の認可保育所の分園、家庭的保育事業も   
経営（運営）できるよう法的に認められるよう整備する。   

③小規模の運営と経営を維持するための予算（補助金）の「最低保障」（基礎的運営   

責）制度を確立する。  
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Ⅳ．F地域の保育機能⑳維持・向上の詳細』にういで  

（1）小規模サービス類型の創設   

上記と同じ（再掲）   

（2）多機能型施設の支援   

（3）人口減少地域における保育機能のあり方  

13  

（参考1）新待機児童ゼロ作戦に基づくニーズ調査結果   

…認可保育所「使いたい」85万人：厚生労働省調査結果～   

平成20年8月全国103自治体調査、就学前児童のいる約12万2600世帯回答  
0歳～2歳の認可保育所希望約59万人。3歳～5歳約26万人。  
地域住民は保育の質がよく、安定、安心できる保育所を希望している。  

☆≪調査概要≫  

1＿調査日的   
新待機児童ゼロ作戦では、将来の就業希望に応じた潜在需要を踏まえ、保育サービスや放課後児童クラブの量的拡充を図るため・平成29年産までを目  

標として整備を進めることとしている。   
本調査は、この保育を中心としたサービスの利用状況や潜在需要も含めた利用希望などの実態を把捉し、「新待機児童ゼロ作戦」に基づく保育サー   
ビス等の利用目標量や施策の立案を行うための基礎資料を得ることを目的とする。  

2．調査対象   
各自治体の10歳末清の児童を有する世帯数を勘案し、必要標本世帯数を自治体毎に無作為に抽出した世帯を客体とし、103（政令市17、  

中核市15、東京特別区5、一般市町村66）の自治体から回収した。政令市についてはすべて、中核市及び特別区については国において任意に抽出、  
一般市町村は、人口規模別あるいは都市部・郡部別に各都道府県において任意に抽出この任意に抽出した自治体において、就学前児・就学児童を  
対象とした2種類の調査を実施しており、潜在需要1の推計に際しては、就学前児童は生年が平成14年～平成20年（うち0－2歳の区分では平成18   
年～平成20年、3－6歳の区分では平成14年－17年）、就学児童は生年が平成11年～平成14年を対象としている。  

3．調査時期 平成20年8月  

4．調査事項  
世帯の状況、父母の就労状況、就労希望、保育サービス利用時間僧類、今後の利用希望、育児休業制度の利用状況、放課後児童クラブの利用状況等  

5．調査回収数206，991（回収率52．4％）（うち、修学前児童用122．558、就学児童用84，433）  
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第3回社会保障審喜象会  

少子化対策特別部会  
保育第二専門委鼻会  参考資料2  

平成21年10月5日   

「多様な保育関連給付メニューについて」  

に対する全保協の考え方  

社会福祉法人 全国社会福祉協議会  

全国保育協議会  

議論への前提として  

多様な保育関連給付メニューは、すべての子どもの育ちを保障するためのものであっ  
て、子どもの最善の利益のもとに、子どもの発達とウエルビーイングに対する社会的責  
任としての質の高いサービスを供給するものであると位置づけるべきである。  

2．   そのために、すべての子どもに対して利用を可能とすることが必要である。  

3．   その適用範囲と運用は、多様な保育・子育て支援サービスとして、子どもの育ちの過  
程にそって継続的に提供をはかれるようにするべきである。  

4．   第1次報告にあるように、その構築は「質の確保された量の確保」を前提に、多様性と  
実効性をはかるものでなければならない。  

5．   そのためには、多様な保育・子育て支援サービス形態のあり方、質と内容について、  

子どもの発達を踏まえて適切な利用が確保できるように、抜本的な制度改革をはかるべ  

きである。   

国は、日本の未来を担うすべての子どもたちを育むという理念のもと、財源を確保し  
て、次世代育成策の実現を図るべきである。   

多様な保育関連給付メニューの拡大および多様な事業主体の参入をはかる際には、  
最低基準の確保にもとづくものとする。また、認可外保育所においては、「認可」へ移行  
するためのインセンティブが働く支援策の仕組みとするべきである。   

需要が供給を上回る地域の供給方策を検討する場合にあっても、不可欠な条件として  
最低基準を確保しなければならないことを前提とする。   



多様なニーズヘの対応①  

公的保育サービス  ①「公的保育サービス」の対象範囲について子どもの最善の利益のもとに   

供給体が組織されなければならない。そのための量的拡大にあたっては、   

質の確保および財源確保が前提条件であることの確認が必要。  

②「公的保育サービス」の対象範囲に基準を下回る施設も入れることは、   

保育の質を結果的に引き下げることにつながるため、容認できない。  

③「基準を下回る施設利用者についての公平性の確保」については、基準  

を下回る施設の利用者および子どもたちの存在にこそ、権利擁護が必要  

である。質の低い保育を公が認め、推進していくことがあってはならない。  

むしろ最低基準を確保して認可を取得することを前提とするように質の確  

保と財源確保を図るべきである。  

①公的保育サービスの一つとして新制度へ位置づけることについては、   

認める。  

②ただし保育の質の観点から、本来的には資格要件については確保すべき   

である。  

③また、密室性を回避するためにも、とくに3歳以上の子どもたちの集団保育   

のありようとしても、認可保育所との連携強化を図る必要がある。  

④認可保育所と家庭的保育事業の保育士との連携に加えて、市町村の関  

与および市町村の責任による質の確保が必要不可欠。  

⑤家庭的保育事業の保育士が複数集まった形で実施する小規模サービス  

モデルの仕組みについては、認可外保育施設を推進することにつながり、   

基準の低下を招く恐れがあり、容認することはできない。  

小規模サービスヘのニー  

ズ  

（1）家庭的保育サービス  

多様なニーズヘの対応②  
（D「小規模保育サービス」の定義が必要である。  

最低基準の条件のもとに20人未満の定員でも柔軟に運営できる小規模  

保育園を認めるべきである。とくに認可外保育施設利用者の5割が20人   

以下の施設を利用している実態を考えると、小規模であっても最低基準の  

もとに保育の質を確保するための条件が必要不可欠である。  

②分園の賃料補助については、安心こども基金で平成23年までの限定で  

あるが、その後の制度化をはかるべきである。待機児童の多い都市部等  

では分園で小規模保育サービスを増やすことが有効である。賃料の補助  

のあり方、本国との分離・近隣にない形態についても整理が必要。  

③複数の保育所の連携による「分園型」保育と「本圃」との連携のあり方に  

ついては実現性は薄い。社会福祉法人等が小規模保育園を拡充していく  

インセンティブが働くような仕組みが考えられないか検討するべき。  

小規模サービスヘのニー  
ズ  

（2）小規模保育サービス  
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①小規模サービスの条件・環境整備は最低基準に準拠する。  

→小規模であっても最低基準は確保するべきである。  

②定員刻みを5人とするような分析・検証を提案する。  

→基本的な保育所の保育単位（発達年齢にそった少人数化）を保育実践   

の課題から具体的に改善することが必要である。  

→とくに、0～2歳の個別対応、3歳以上集団の縮小化、また家庭的保育  

事業との整理も必要。  

③本圃等、支援体制、指導支援員などの確保  

→家庭的保育事業は、保育所との連携を義務づけしないと密室化の懸念   

がある。小規模保育サービスの場合は、支援体制が必要不可欠。  

④小規模サービスでも事業が成り立つ仕組みと運営費が必要。  

小規模サービス類型の基  
準  



多様なニーズヘの対応③  

①保育ニーズの多様性は、保育の必要性の判断や保育上限量の具体的   

設計と密接に関連するもので、十分な検討が必要である。  

②量的拡大の受け皿や短時間勤務などの多様なニーズの受け皿を「認定   

こども園」としていくことについては課題がある。  

→現行では、認可保育所は多様なニーズの受け皿となっている。しかし、  

その運営体制や運営費等は事業を行うのに十分なものとなっていない。  

→「認定こども園」については、質の検証をはかるべきである。  

③子どもと保護者の多様なニーズに応えるには、むしろ財源をきちんと担保   

し短時間利用者や一時預かり事業利用者のための質の確保された量の  

整備を行うことが必要である。また、あわせてすべてのニーズを認可保育  

所で受けとめられるものではなく、ワークライフバランス等の推進などとと   

もに、包括的な推進を図らなければならない。  

多様な働き方  

（1）短時間勤務等  

①早朝・夜間帯保育は昼間の保育よりも、より個別的なケアを必要とする  

ため、手厚い人員配置、環境整備を具体化することが必要である。  

②早朝・夜間保育が実施できる条件整備の具体化が必要である。  

→人員配置基準の改善とともに、早朝・夜間保育の時間帯などの検討が  

必要である（基本の保育時間をどのように設定するかと関係する）  

多様な働き方  

（2）早朝・夜間帯保育の基  

準等  

多様なニーズヘの対応④  

①福利厚生としてはじまった事業所内保育施設を公的保育サービス  

の一つとして位置づけることについては、子どもの保育を柱として環境  

整備等が前提として必要である。最低基準に準拠して整備を推進する   

ことなどが必要である。  

②子どもは地域の中で育つ、ということを考えると、住所地市町村以外   

の保育サービスの利用は特例とすべきである。  

職場との近さ・広域需要  

（1）事業所内保育施設  

（2）その他広域需要への対  

応  

①児童人口減少地域においても、すべての子どもが必要な保育サービ  

スを受けることを可能とするために、小規模サービス類型が必要であ  

る。  

②とくに「へき地保育所」は、現在、過疎地域における保育需要への役割  

を果たしているにも関わらず、認可外保育所として整理をされ、財政支  

援が一定水準にとどまっている。過疎等で子どもが少ない地域にあっ  

ては、むしろ子どもの育みに厳しい状況と子ども集団の保障の観点か   

ら、財政支援をはかる必要がある。  

③幼稚園がない地域における保育所の役割は重要で、多機能とするこ   

とでより多様な子育てニーズヘの対応が可能になる。   

必ずしも「認定こども園」にする必要はない。  

④多機能型サービスの定義・条件を検討することが必要である。   

人口減少地域等  



多様なニーズヘの対応⑤  

計画的整備を行う仕組み  ①計画的整備を実現するには、地域内のニーズを把握したうえで、市町村  

単位で後期行動計画を実行性をもって具体化することが必要である。  

②市町村にニーズが量的に少ない保育サービスであっても、必要としてい  

る子どもが地域にいる以上、「例外ない保育保障」の一環として整備する   

ことの義務づけが必要である。  

→認可保育所を市町村域に整備し、拠点化と多機能化することを義務づ  

けることで、多様なニーズに応える必要がある。  

③早朝・夜間保育、病児保育・病後児保育、休日保育等、多様な保育サー  

ビスを整備していくためには、利用者数が少なくても、事業として成り立つ  

ための仕組みと運営費確保が必要である。  

④市町村がニーズに応じ、質の確保された量の拡充を現実的に図るために  

は、市町村の財源不足への対応が必要である。運営真の地方公共団体  

負担分についても、財政負担軽減が必要である。  

①需要がまとまらない地域にあっては、市町村の責任において、たとえば  

拠点となる保育所を定め、そこで提供できるような仕組みの検討が必要で   

ある。  

→認可保育所を市町村域に整備し、拠点化することを義務づけること。  

需要がまとまらない地域  

の実施方法  

多様なニーズヘの対応⑥  

①延長保育のあり方については総合的に見直しが必要。  

●延長保育時間帯にあっても児童福祉施設最低基準を遵守できる人員   

配置を可能とするための運営費の設定と確保が必要である。   

→人件費の単価を積算上、8時間を基本とした場合、開所時間中に  

ローテーションを組んで適切な職員配置ができるよう、開所時間に合  

わせた運営費の改善が必要である。  

●とくに最近は延長保育利用者に乳児が増えてきているが、現行では   

延長保育時間は保育士を配置基準にもとづく配置ができる仕組みに   

なっていない。   

→延長保育において、最低基準を遵守した保育を可能とするために開  

所時間中の保育士の配置の改善が必要である。   

→延長時間における子ども一人ひとりの状態にそって個別に対応でき  

る重層的な職員配置とすること。  

②土曜日保育の考え方についても整理が必委である。   

延長保育利用者が少ない  

場合の最適な保育の提供  



多様な保育関連給付メニューについて  

必要なすべての子どもに保育を保障するための基本的な考え方  

O「新たな保育の仕組み」においては、客観的に必要性が判断された子どもについて、公的保育   
を受けることができる地位を付与することとしている。（例外ない公的保育の保障）  

①子どもに対する保育保障をする仕組み   う 必要な子すべてにサービスが行き届く必要  

②潜在ニーズの顕在化にも対応できる仕組み うニーズに応じたサービス提供事業者の量的  
拡大が図られることが必要。  

③ 多様な保育ニーズに対応できる仕組み   う 多様な給付メニューが必要  

④人口減少地域においても必要な保育サービスが提供できる仕組み  
う小規模サービス等について、検討が必要。  

○ 公的保育サービスの対象の考え方としては、質の確保を図りながら、量的拡大を図ることが重   

要。   
⇒ 現在の認可外保育施設も含め、客観的基準（最低基準）を満たした事業者を新制度の車用の   

支払いの対象施設とすることを基本とする。   

○ 加えて、すべての子どもにとって公的保育を保障する観点と、多様なニーズヘの対応の観点か   
ら、サービスの「質」を確保しつつ、多様なサービス類型について、公的保育サービスとして位置   
づける必要があるのではないか。   



新制度における公的保育サービスの類型についての検討  

○ 共働き家庭の増加（サービスの一般化）   

・1997年以降専業主婦世帯数を上回り、その後も増加   
（共働きせ帯：1013万世帯、専業主婦世帯：851万世帯）  

○ 大きな潜在需要（未就学児がいる母親の「就業希望の高さ」と現実の「就業率の低さ」との大き   
なギャップ）   

■ 母親が非就業世帯のうち、子どもが0～3歳児では約25％、4－6歳児では、約20％の母親が、就業希望を持っている。   
・未就学児がいる母親の「現実の就業率」 0～3歳児 2■8．5％ 4～6歳児 48．2％  

○ 保育の利用児童数  227万人  
うち認可保育所  

うち認可外保育施設  

→うち事業所内保育施設  

204万人（施設数22，925カ所）（H21．  
23万人（施設数10，965カ所）（H20．  
5．1万人（施設数3，617カ所）  

）
 
）
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→うち自治体単独施策の状況  

・いわゆる保育室に類するもの  利用児童数：46，062人（2，176カ所）  
・いわゆる家庭的保育事業に類するもの 利用児童数：1．573人（877カ所）  

・家庭的保育事業（国の補助事業）  
実施自治体数19 家庭的保育者数130 利用児童数 491人（H20交付決定ベース）  

○ 待機児童数 2，5万人（H21．4）  

○ 量的ニーズに対する受け皿として拡大  

○ 多様な働き方などの多様なニーズヘの対応として拡大  

○ 人口減少地域における核としての機能維持・充実  

○ 客観的基準（最低基準）を満たした施設について、費用支払いの対象化  
○ 自治体単独施設（特に3歳児未満）等、一定水準以上の施設を、経過的に最低基準到達支援  
○ 家庭的保育、小規模保育、保育所分園の活用  
○ 基準を下回る施設利用者についての公平性の確保  

第1次報告におけるとりまとめ内容  

育施設の質の引上げ  

＝認可外保育施設の質の引上げ  
：○最低基準を満たした施設を費用の支払いの対象とすることを基本とする  

喜○認可外保育施設を現に利用している子どもを含め、すべての子どもに健やかな育ちを保障する観点から、最低； ー▼r▼▼’■■■‾▼‾▼■－【■‾l  
基準への到達に向け、一定水準以上の施設に対して、一定期間の経過的な財政支援（最低基準到達支援）が必：  
要である。  
※どの水準の施設まで経過的な最低基準到達支援の対象とするかはさらに検討する。  

※ 無資格の従事者が業務に従事しながら資格取得を図れる仕組みを含め、認可外保育施設の従事者に対する：  
： 研修のあり方等をさらに検討する。  

※ 最低基準を満たす保育の量の拡充や、認可外保育施設の経過的な最低基準到達支援を行ってもなお、給   

；付対象サービスのみでは需要を満たし得ない地域における利用者間の公平性の確保の方法については、さら  
： に検討する。  
L－－－－－－－－－－－－＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿こ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  



2 多様なニーズヘの対応①：小規模サービスヘのニーズ  

○ 認可外保育施設の定員規模の状況を見ると、在所児童数が20人以下の施設が半数以上を占   
めている。  

○ 認可外保育施設において、認可保育所に比べ、低年齢児の割合が高い。  
○ 低年齢児（0～2歳）の待機児童数が全体の約81％となっている。  

○ 家庭的保育の利用者のうち、約5割の人が家庭的保育を選択した理由として、「年齢的に少人   
数で保育を受けることがよいと思った」としている。  

（1）家庭的保育サービス  

○ 家庭的保育事業は、児童福祉法の改正により、平成22年4月から法定化。（予算補助事業   

から、保育所保育を補完するものとして、家庭的保育を位置付け。）  

○ 市町村事業とした上で、家庭的保育者による家庭的保育を支援する体制確保（研修及び連携   

保育所、家庭的保育支援者等）  

○ 保育士に加え、一定の研修を経た保育士資格を持たない者についても、保育の質を確保した   
上で家庭的保育者として認める。  

0 3歳未満児を中心としつつ、3歳以上児も対象。   

（平成21年3月からの改善点）  

・個人実施型の対象児童の年齢を3歳未満から就学前までに引き上げ   

t 家庭的保育者自身に養育する児童がいないこととする要件を撤廃  

・連携保育所に最低基準を満たす認可外保育施設を追加   

・家庭的保育支援者の支援対象の拡大  

○ 家庭的保育の認知度は低く、実施市町村、家庭的保育者数、利用者数いずれも少ない状況。   

市町村によって利用方法は統一されていない。  

【家庭的保育の現状】  

（D家庭的保育事業  

・実施自治体数19 家庭的保育者数130 利用児童数491人（H20交付決定ベース）  
②自治体単独保育事業  
・いわゆる家庭的保育事業に類するもの 877カ所 利用児童数1，573人（H20．3）  

○ 量的拡大の受け皿としての拡充と、多様なニーズヘの対応としての拡充  
○ 公的保育サービスの一つとしての新制度へ位置付ける方法  
○ 家庭的保育者と市町村の関係の整理  
0 3歳以上児となる際の集団保育への連携  
○ 家庭的保育を拡充していくにあたっての課題及びその解消方法  

5   



（2）小規模保育サービス  

0 5人超～20人未満について、単独である場合は、公的支援の対象外。  
○ ただし、現在でも認可保育所の一部である分国として、支援を受けている施設もある。   

※ しかしながら、賃貸形式の場合に、賃料補助が制度化されていないこ  
・安心こども基金では、時限的に対応  

・自治体によっては、賃料補助を単独補助  
○ 認可外保育施設は、定員20人未満の小規模な施設が多数を占めている。  

【小規模保育サービスの状況】  

○ 認可外保育施設の在所児童数   

■ 施設数 7，348カ所   

■ 利用児童数18万人  

※約5割が20人以下の施設に入所   

○ 自治体単独保育室  
・2．176カ所 利用児童数：46，062人（H20．4．1）   

○ 財政支援の状況  

・現行制度においては、認可保育所における保育の実施費用のみ、市町村の支弁義務がかかっており、認可   
外保育施設に対しては、認可保育所への移行を支援する補助金や、事業所内保育施設に対する助成金を除   
き、制度的な公費投入はなく、各自治体が独自に支援するかどうかにゆだねられる。   

○ 保育所分園の状況  
・施設数 433（H20年度）  

○ 量的拡大の受け皿としての拡充（特に0～2歳児）と多様なニーズヘの対応としての拡充  

○ 大規模な保育所の設置と異なり、初期投資費用が軽微であるので、機動的な設置が可能。  

○ 保育は日常生活に密着した地域性の高いサービスであり、日常生活圏域で配置されていること   
のニーズ対応が求められる。  

○ 家庭的保育者が複数集まった形で実施する小規模サービスモデルの仕組みの検討  
○ 複数の保育所の連携による「分園型」保育と「本園」との連携のあり方  

0 3歳以上児となる際の集団保育への連携  

第1次報告におけるとりまとめ内容  

：⑧認可外保育施 設の質の引き上げ  
1‖）小規模サービス類型の創設  

：家庭的保育（保育ママ）事業に加え、新たな小規模保育サービス類型を創設する。  
l※ 必要な基準等については、さらに検討する。 t  

t  

：⑨地域の保育機能の維掛向上  
l 人口減少地域における生活圏域での保育機能の継続的維持を図るため、以下が必要である。  
：i）小規模サービス類型の創設  

模保育サ‾ビス類型を創設する。  

l  

，丁、   



3 多様なニーズヘの対応②：多様な働き方  

（1）短時間勤務等  

○ 育児期の母親が希望する働き方は、1歳～小学校就学までは「短時間勤務を希望する人が   
もっとも多く、次いで「残業のない働き方」となっている。  

○ 女性の年齢別にみた雇用形態は、30歳以降、正規職員の割合は下がり、パートが多い。  

○ 自治体の条例等により、たとえば週4日以上を「保育に欠ける」と判断とする例。  

○ 需要の増えている地域を中心に、フルタイム中心の受け入れの実態。  

○ 短時間勤務への受け皿として、特定保育（※）。   

※ 週2，3回程度又は午前のみ・午後のみ必要に応じて柔軟に保育を行う事業  
1，057カ所（平成20年度交付決定ベース）  

○ 保育所における一時預かり（一時保育）において、受け入れている施設もある。   

※ 一時預かり事業 7，651カ所（平成20年度交付決定ベース）  

○ 幼稚園における預かり保育による対応。   

※ 預かり保育を実施している幼稚園 9，846園（全体の72．5％）（平成20年度実績）   
※ 週あたり 実施日数は約7割が週5日、延長時間は約6割が午後5時以降まで実施  

視点・課題  

○ 今後需要が大きく拡大することが見込まれる中、受け皿も大きく拡大する必要。  
O「通常保育」のみで対応しきれないニーズに対応するサービス類型の検討の必要性。  

○ 保障上限量の具体的設計。  
○ 量的拡大の受け皿や短時間勤務等の多様なニーズの受け皿として、認定こども園制度の充   

実と活用促進。  

（2）早朝・夜間・休日保育  

○ 延長保育は、保育所の約6割以上が提供しているが、延長時間が1時間以上であるのは、そ   
のうちの約1割にすぎない。  

また、受け皿となる夜間保育所の整備は十分進んでいない状況（77カ所）一方、認可外のベ   

ビーホテルは増加傾向にあり、主に夜間保育されている子どもがベビーホテル入所児童の約2   

割を占める。  

○ 深夜（22時～5時）に就労する女性は少数であるが、交代制勤務者を中心に約4％存在。  

○ 現行制度においては、一定の「開所日数」（日祝日以外の週6日）と、「開所時間」（一日11時   

間）の範囲内であるか否かによって、保育の提供の仕組みを区分するという提供者側からみた   

仕組み。  

○ 一定の「開所日数」「開所時間」を超える休日や早朝・夜間保育については、実施の要否を市   

町村の判断にゆだね、経費を奨励的に補助。しかしながら、認可保育所では十分な受け皿が   

整っていない。   

○ 事実上、多くの認可外保育施設（ベビーホテル）がこれらのニーズを担っている現状にある。  

【早朝・夜間保育の状況】  

○ 延長保育（認可保育所が11時間の開所時間を超えて保育を行う事業）   

・実施箇所数15．076カ所（平成20年度交付決定ベース）  
※民間保育所 9．903カ所のうち約9割は、延長時間1時間以内   

○ 休日・夜間保育（日祝日、夜間（午後10時頃まで））の保育を行う事業）   

・休日：927カ所（平成20年度交付決定ベース）   

・夜間：77か所（平成20年度交付決定ベース）  
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視点・課題  

○ 個々の子どもに対する保障といった仕組みに十分対応できる認可保育所等の基盤整備による   

受け皿拡充。  

○ すべての子どもに公的保育を保障する観点から、現状として、認可外保育施設において対応さ   
れているものについて、公的保育サービスの一類型としての位置付け。  

○ 昼間の保育とは異なる早朝・夜間保育の特性（就寝時間を挟むこと等）に合った形の基準のあり   

方。  

第1次報告におけるとりまとめ内容  

l  

：iii開所日数■開所時間に着目した区分  

■一定の「開所日数」「開所時間」を超える休日や早朝・夜間の保育のついては、実施の要否を市町村の判断にゆl  

：だねた上で、必要なかかり増し費用を奨励的に補助する仕組みをとっているが、認可保育所においては、現場  

：ている場合には、受け皿自体がなく、事実上、認可外保育施設の利用とならざるをえない仕組みとなっている  
l  

：⑧認可外保育施設の質の引き上げ  

Iiii）早朝・夜間保育 ：早掛夜間帯の保育については、その特性を踏まえ、必要な基準等について、さらに検討する。  
l  

1  

l  

10  

㈹ 多様な保育サービネ  

i）休日保育・早朝・夜間保育（一部再掲）  

○ 保育のサービス保障の基本的な仕組みが②i）のとおりとなることにより、曜日や時間帯を問わず、個人に必要   

な保育量が認められ、また、市町村が保育の費用の支払い義務を負う対象となる保育所の判断は、③i）のとお   
り最低基準により客観的に行われる仕組みとする。   

○ 早朝・夜間帯の保育については、その特性を踏まえ、必要な基準等について、さらに検討する。   

※ 利用者が限られ、需要が分散しているために、各保育所単位でニーズに対応することには限界があることから、   

市町村において、質の確保された公的保育の保障の責務の一環として、計画的な基盤整備を行う仕組みをさらに   
検討する。  

※ 児童人口が少ない等により、市町村単位では需要がまとまらない地域における実施方法について、さらに検討   

する。   

ii）延長保育・特定保育（一部再掲）  

○ 休日・早朝・夜間保育と同じく、就労量に応じ、保育の必要量が認められることに伴い、連続的にサービス保障が   

なされることとなる。  

○ 延長保育については、利用者ごとに、保障上限量（時間）を、例えば過当たり2～3区分程度を月単位で判断する。  

○ 働き方の見直しが同時に進められるべきであることを踏まえ、就労時間と通勤に要する時間、また、子どもの生   

活の連続性等に配慮した適切な保育を行う観点を考慮し、さらに検討する。   

※ 当該時間を超える利用（超過勤務等に伴う利用）に対する財政支援のあり方についてはさらに検討する。  

※ 延長保育利用者が少ない場合に、ファミリーサポートセンター等を含め、子どもにどのように最適な保育を提供   

していくか、さらに検討する。  

※ 保障上限量を超える利用に一定の支援を行う場合、働き方の見直しの観点も踏まえ、負担のあり方を併せて検   

討する。  
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4 多様なニーズへの対応③職場との近さt広域需要  

○ 就学前の子どもがいる雇用者のうち、約30％の人が、企業が行う育児支援制度で利用してい   
る・利用したいものとして、託児施設をあげている。  

○ 職場から近い、通勤途上にある等地理的な要因で、認可外保育施設を選択した利用者は多い。  

（1）事業所内保育施設  

○ 現行制度においては、認可外保育施設として位置付け  

○ 事業所内保育施設に対する支援としては、雇用保険二幸薫からの助成金と、病院内保育所に   
対する補助がある。  

○ 事業所内保育施設に入所している児童数は、5万人超。  

ヽ
■
．
．
■
．
■
■
－
 
 

【事業所内保育施設の現状】  

○事業所内保育施設の現状  
一 施設数 3．617カ所（院内保育施設 2，221カ所、その他事業所内1，396カ所）  
・入所児童数 5．1万人（院内保育施設  3．7万人、その他事業所内 1．4万人）   

○ 雇用保険二事業からの助成金  

・事業所内保育施設設置・運営等助成金（雇用保険二事業）   

う 労働者のために事業所内保育施設を設置・運営等行う事業主に対し、その費用の一部を助成。  

う 助成基準は、基本的に認可保育所並び（ただし、定員は10名以上）   

○ 病院内保育所事業の補助金  

・病院内保育所事業  

う 医療機関に勤務する職員のために院内保育所の設置、運営を行う事業に対し、その費用の一部を助成  
＝…＝＝▲■＝●■■■■■■■●■■  
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○ 事業所内保育施設についても、すべての子どもに公的保育を保障する観点から、公的保育   
サービスの一つとして位置づけるべきではないか。  

○ その際、事業所内保育施設が従業員への福利厚生という側面も有しているが、どのように整   
理するか。  

（2）その他広域需要への対応  

視点と課題  

○ 個々の子どもに対する保障といった仕組みとしていく上で、住所地市町村以外の保育サービ   

スを利用する子どもへの保障をしていく必要性の検討。  

○ 職場の近くにおける保育ニーズについて、親と子どもの生活を重視する観点も踏まえ、事業   

所内保育所以外でも保障可能な仕組みの検討。  
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5 多様なニーズヘの対応④：人口減少地域等  

○ 児童人口が著しく少ない地域において、身近な場所で保育サービスを受けられることが必要。  

○ このような地域においては、対象となる子どもの年齢に応じたサービス（地域子育て支援拠点、   
児童館、放課後児童クラブ等）をそれぞれ独立して提供することが困難であるが、サービスを確   
保することが必要。  

○ 児童減少により利用児童数が減少する地域においても、認可保育所が地域の保育機能を維   
持している現状。  

○ 認可保育所がない地域においては、へき地保育所（認可外保育施設）がその機能を担ってい   
る状況。※へき地保育所605カ所（平成19年交付決定ベース）  

○ 幼稚園がない地域において保育所が幅広いニーズに対応している現状  

○ 現行制度においては、保育所は保育に関する情報提供にあわせて、その保育に支障がない   
限りにおいて、保育に欠ける児童以外も含めた地域の児童及び家庭に対し相談・援助を行うこと   
とされている（児童福祉法第48条の3・保育所保育指針4（2））  

（具体的な活動）  

（D地域の子育て支援活動への支援（保育所機能解放、子育て相談 等）   
②保健師との連携   
③障害ある子どもの保護者との連携（障害児親の会との交流等）   

④高齢者との交流・支援   
⑤外国人の子どもの保育支援  

○ 保育所において、放課後児童クラブ、地域子育て拠点、一時預かり等の個別の事業をあわせ   
て行っている場合には、当該事業の実施に際し、必要となる補助を受けることが可能。  

○ 認定こども園制度の活用。   

※「認定こども圃」とは、幼稚園、保育所等のうち、以下の機能を備えるものを都道府県が認定   
①教育及び保育を一体的に提供（保育に欠ける子どもにも、欠けない子どもにも対応）   
②地域における子育て支援の実施（子育て相談や親子の集いの場の提供）  

※現在 358カ所  

（幼保連携型：158カ所、幼稚園型：125カ所、保育所型：55カ所、地方裁量型：20カ所）  

○ 児童人口減少地域においても、すべての子どもが必要な保育サービスを受けることができる   
よう、小規模サービス類型の必要性とその場合の基準等のあり方を検討。  

O「へき地保育所」において財政支援は一定水準にとどまり、こうした地域の厳しい状況と地域の   
子ども集団の保障の観点からは、相応の財政支援が不可欠。  

○ 幼稚園がない地域等における保育所の役割のあり方の検討と認定こども園の充実と活用促   

進。  
○ 多機能型サービスを実施する施設における基準のあり方。  
○ 多機能型サービスを位置づける場合の対象地域。  

第1次報告におけるとりまとめ内容  
‾ ‾■■ ■■■‾ －－ ■‾ －■ ■ －■ ■■ ■ ■ ■■■一 一 ■一 ● ■ 一一 ■ ■ －■ ■ －■－ ■－ ■－ ■■ ■ ■－ －t ■ ■ －■ ■■■ ■ ■■ ■ ■ 一 ■ ■ 一 ■ ■ ■ ■－ － － ■ ■■ －■ ■ ■ －●■● ヽ  

⑨ 
での保育機能の継続的維持を図るため、以下が必要である。  

l  

l  

】 
l  

■i） 

おいて、保育所が、地域子育て支援拠点や児童館、放課後児童クラブなどの役割を併  
： せて担う「多機能型」を支援することにより、地域の子育て支援の拠点として、また地域社会の核としての機：  
l 能を果たすことを支援する。  l  

：※必要な基準等については、さらに検討する。  
I 

l  

iii）人口減少地域における保育機能のあり方  

人口減少地域の実情に応じ、保育所が担ってきた機能のあり方について、認定こども園の活用も含め、さ：  

l  らに検討する。  I  

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿J  
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新制度における公的保育サービス類型のイメージ  

【量的・多様なニーズ】  【現行】   【多様なサービス類型】  
l   ■  

早朝・夜間・休日対応  

短時間勤務対応   
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